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当経営計画書には、企業機密情報、ならびに、個人情報が含まれています。
取り扱いには十分ご注意ください。

２０１８年６月１４日
プライアント株式会社　代表取締役社長　橋口久
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  社長、  社長、12 の約束12 の約束

3
会社は人間成長の学校

会社を人間成長の場とし、社員の皆さ

んが当社で働くことで、皆さんの人生

の幸福に大きく寄与する仕組みをつく

ります。学んだことがすぐに実践でき

る場にもします。 2
ES 第一主義

これまで「お客様第一主義」が社長の

決意にありましたが、今年度からはES

（従業員満足）第一主義へと転換します。

CS（顧客満足）はESから生まれます。

6
原理原則に則った思想

精度の高い意思決定を行うため、自然

の摂理に背かず、原理原則に則ったぶ

れない信念を持ち続けます。

意なく、必なく
固なく、我なし

四つを絶ちます。「私欲を貪る心をもた

ない」「全てのことを決めた通りにしよ

うと無理をしない」「固執する心をもた

ない」「独りよがりにならない」 4
飽くなき自己研鑽

精度の高い意思決定を行うため、常に

学びと実践を繰り返し、自己研鑽に努

めます。自己研鑽した学びと気づきは

すぐに会社で実践します。

9
仕事の報酬は仕事

仕事の報酬はお金ではなく、仕事の報

酬は仕事であることを忘れません。ワー

カホリックになる意ではなく、仕事に

邪念を入れないための思想です。もち

ろん遊ぶときは思いっきり遊びます！ 8
１００年先を見据えた承継

３・４代目への事業承継ではなく、世

代を越えた事業永続の視点で共育環境

をつくります。１００年先も人間の正

しい思想に変わりはないはず。今の時

代に真理に満ちた企業をつくります。 7
感情で仕事をしない

感情で仕事をせず、常にニュートラル

な精神で社員に接します。よって、社

員のミスにも必ず復活のチャンスを与

えます。但し、金銭的問題とコンプラ

イアンス問題は私も含め一発退場です。

12
社長の責任

会社で起こる良いことは社員の皆さん

のおかげ、会社で起こる悪いことは、

仕組みづくりができていない社長の責

任です。 11
三つの目的

「よい会社をつくる」「よい経営者にな

る」「よい経営環境をつくる」この三つ

の目的を坂の上の雲とし、日々精進し

ます。 10
健康増進企業

社員の皆さんが健康でイキイキと働け

る健康増進施策を立てます。有給休暇

は、２０１８年７月より入社半年後の

正社員は一律２０日間を支給します。

また有給消化推進も対策を講じます。

プライアント株式会社 代表取締役社長　橋口　久プライアント株式会社 代表取締役社長　橋口　久

1
率先垂範

経営指針に沿った働き方・生き方を率

先垂範し、社員の皆さんの「人間成長・

人生幸福」を醸成できる職場づくりの

陣頭指揮を執ります。

私橋口久は、プライアント株式会社の社長として、会社経営に関する全ての責任を負いながら、社員の皆さん

が物心両面の幸福の追及ができるよう、経営理念を高め続け、理念経営に邁進します。会社の成長は、全て

社長の器で決まります。社長の器が成長しなければ、社員は離れ、お客様も離れていくことを十分肝に銘じ、社員

の皆さんに下記の１２の約束をいたします。



2

経営指針書の大切さ　　　・・・・・３

　成り行き任せのその日暮らしではダメ・経営指針書は会社のバイブル

経営指針の構成　　　　　・・・・・４

　経営指針書（旧計画書）と共に成長・ぶれない経営には訳がある

第 18 期経営計画                     ・・・・・６

　10 年ビジョン・経営方針・経営計画

2018 年度  プライアント株式会社

経営指針
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経
営
指
針
書
の
大
切
さ

経
営
指
針
書
の
大
切
さ

  
成
り
行
き
任
せ
の
そ
の
日
暮
ら
し
で
は
ダ
メ

成
り
行
き
任
せ
の
そ
の
日
暮
ら
し
で
は
ダ
メ

会
社
が
よ
り
善
く
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、「
経
営
理
念
」、「
ビ
ジ
ョ
ン
」「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」「
経
営
方
針
」、「
経
営
計
画
」
の
５

つ
が
必
要
で
す
。
こ
の
５
つ
を
総
称
し
て
「
経

営
指
針
」
と
呼
び
ま
す
。

経
営
理
念
と
は
、
企
業
の
目
的
・
目
指
す

姿
で
あ
り
、
経
営
に
あ
た
っ
て
の
価
値

判
断
の
基
準
と
な
る
根
本
的
な
考
え
方
を
明
示

す
る
も
の
で
す
。

２
０
１
６
年
６
月
、
当
社
は
経
営
理
念
を

「
柔
靭
成
長
企
業
」
と
刷
新
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
理
念
は
、
２
つ
の
柱
を
ど
ち
ら
も
兼

ね
備
え
た
も
の
で
す
。
会
社
と
し
て
の
柔
靭
成

長
、
そ
し
て
会
社
を
構
成
す
る
各
社
員
の
柔
靭

成
長
で
す
。
柔
靭
成
長
と
は
、
社
名
の
プ
ラ
イ

ア
ン
ト
で
あ
る
芯
の
あ
る
し
な
や
か
さ
を
意
味

し
ま
す
が
、
柔
靭
成
長
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、

人
間
力
の
醸
成
で
す
。

か
つ
て
日
本
経
営
品
質
賞
審
査
員
で
も

あ
っ
た
、
株
式
会
社
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
代
表
取
締
役
の
田
中
典
生
氏
は
、
人
間
力

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

＊　

＊　

＊

足
度
を
上
げ
、
そ
れ
を
お
客
様
へ
伝
播
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
経
営
理
念
を
追
及
し
て

い
く
過
程
に
お
け
る
自
社
の
理
想
的
な

未
来
像
（
あ
り
た
い
姿
）
を
具
体
的
に
書
き
あ

ら
わ
し
た
も
の
で
す
。当
社
で
は
、10
年
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

経
営
方
針
と
は
、
こ
の
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
を
目
指
し
て
中
期
（
３
～
５
年
）

組
織
の
習
慣
＝
「
社
風
」
と
は
、
個
々
の

習
慣
の
集
ま
り
で
す
。
な
の
で
、
個
々

の
人
間
形
成
を
し
て
、「
人
間
力
」
を
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
企
業
風
土
は
変
わ
れ
ま
せ
ん
。

人
間
力
と
は
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
考
え
ま
し
ょ

う
。人

間
力
＝
主
体
性
×
進
歩
性
×
協
調
性

【
主
体
性
】

や
る
気
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
。
前
向

き
な
思
い
で
遂
行
す
る
。

　
【
進
歩
性
】

そ
の
仕
事
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

学
び
を
活
か
し
て
新
し
い
こ
と
を
行
う
。

【
協
調
性
】

一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
え
る
人
柄
に
な

る
。

　
　
　

＊　

＊　

＊

　会
社
は
社
会
人
が
成
長
で
き
る
貴
重
な
環

境
で
す
。「
大
人
の
学
校
」
と
も
言
え

ま
す
。
人
間
力
を
磨
き
、
柔
靭
成
長
を
続
け
な

が
ら
、
仕
事
を
通
し
た
当
社
社
員
と
し
て
の
満

の
目
標
を
示
し
、
そ
れ
に
到
達
す
る
た
め
の
道

筋
を
示
し
た
も
の
で
す
（
今
年
度
か
ら
従
来
の

「
経
営
基
本
方
針
」
か
ら
よ
り
具
体
的
な
内
容

に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
「
経
営
方
針
」
が

生
ま
れ
ま
し
た
）。

経
営
計
画
と
は
、
設
定
さ
れ
た
経
営
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
手
段
、
方
策
、
手
順
（
い
つ
、
誰
が
、
ど

の
よ
う
に
）を
具
体
的
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

航
海
図
を
手
に
船
を
進
め
て
い
く
の
と
、

今
船
首
か
ら
見
え
る
も
の
だ
け
を
情
報

に
船
を
進
め
て
い
く
の
に
は
、
３
年
後
、
５
年

後
、
10
年
後
に
雲
泥
の
差
が
出
ま
す
。
そ
し
て

も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
働
き
や
す
さ
に
も
影
響
し

ま
す
。
当
社
の
経
営
理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営

方
針
、
経
営
計
画
、
そ
し
て
社
員
の
皆
さ
ん
の

個
人
目
標
が
１
つ
と
な
っ
た
経
営
指
針
が
当
社

の
航
海
図
。
そ
し
て
、
経
営
計
画
発
表
会
が
新

し
い
航
海
の
出
航
日
で
す
。
社
員
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
航
海
図
を
手
に
「
プ
ラ
イ
ア
ン
ト

号
」
に
乗
り
込
む
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
船
は
大

き
く
帆
を
張
り
、
目
的
地
へ
向
け
真
っ
直
ぐ
進

ん
で
い
き
ま
す
。

経
営
指
針
書
（
計
画
書
）
を
作
成
し
始
め

た
と
き
か
ら
、
経
営
指
針
書
は
皆
さ
ん

の
バ
イ
ブ
ル
で
あ
る
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。
当

社
の
指
針
書
は
、
何
度
も
読
ん
で
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
よ
う
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

バ
イ
ブ
ル
と
称
し
て
い
る
理
由
で
す
。
指
針
書

は
、
常
に
身
近
な
存
在
に
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
の
バ
イ
ブ
ル

経
営
指
針
書
は
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経営

10 年ビジョン

保険事業部ミッション

経営方針

ＨＴＣ事業部ミッション

理念 柔靭成長企業
世界に気づきを与える企業
安心をシンプルに　安心を活力に
ES（従業員満足）なくして CS（顧客満足）なし！ES（従業員満足）なくして CS（顧客満足）なし！ 
We aim to create an American style coffee shop...

事業展開の方向・中期経営目標（手段と方策・

働きがいのある会社づくり・CSR・数値目標）

総務部ミッション

経営計画 中期経営計画（５年・３年）・単年度経営計画

経営指針の構成

経
営
指
針
は
、
上
記
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ

う
に
、
経
営
理
念
、
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
経
営
方
針
、
経
営
計
画
の
集
合

体
で
す
。

経
営
理
念
は
、
２
０
１
５
年
ま
で
の
有
限

会
社
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
保
険
時
代
ま
で
掲

げ
て
い
た
「
安
心
を
シ
ン
プ
ル
に　

安
心
を
活

力
に
」
か
ら
、
２
０
１
６
年
に
現
在
の
経
営
理

念
「
柔
靭
成
長
企
業
」
へ
と
刷
新
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
よ
り
保
険
事
業
だ
け
で
は
な
く
、

飲
食
業
も
展
開
し
始
め
た
こ
と
か
ら
刷
新
し
ま

し
た
。
経
営
理
念
は
、
会
社
の
成
長
に
よ
っ
て

進
化
し
ま
す
。

経
営
計
画
書
と
い
う
呼
び
方
も
、
今
年
度

か
ら
は
経
営
指
針
書
と
呼
び
ま
す
。
こ

れ
は
、
長
崎
県
中
小
企
業
家
同
友
会
を
含
め
た

全
国
都
道
府
県
の
中
小
企
業
家
同
友
会
に
よ
る

協
議
体
で
あ
る
中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議

会
（
中
同
協
）
が
推
奨
す
る
呼
称
に
倣
っ
た
も

の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
当
社
の
経
営
計
画
書
は
、
上
記
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
一
番
下
の
経
営
計
画
を
中
心
に
作
成

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
近
年
に
な
っ
て
よ

う
や
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
の
経
営
理
念
か
ら

５
段
目
の
経
営
計
画
ま
で
軸
が
通
っ
た
バ
イ
ブ

ル
に
な
っ
て
き
た
、
こ
れ
も
当
社
の
成
長
の
現

れ
に
よ
る
呼
称
の
変
更
と
も
言
え
ま
す
。

今
年
度
は
総
務
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
加
わ

り
、
当
社
の
経
営
指
針
は
ま
す
ま
す
強

固
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

経 営 指 針
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世界に気づきを与える企業
プライアントは、自己と企業の柔靭成長で「世界に気づきを与える企業」を目指します。佐世保の中小企業に

とっても「世界」は大袈裟な表現ではありません。これまでは中央依存型の経済構造が定番であり、「地産地消」

の地方完結型が理想とされていました。しかし、これからの事業は、例え地域に根差したビジネスをしていて

も、その先に世界が繋がっていない限り、世の中に事業を通した奉仕はできません。私たちは理念経営を通し

て「新しい気づき・一歩先行く価値観」を提供することで、世界の人々の幸せに貢献することを目指します。

2017 年度は、中国の大学生に特別授業を開催したりと、着実に 10 年後への姿に近づいています。

10 年ビジョン（2 年目）

新  総務部ミッション

ES（従業員満足）なくして CS（顧客満足）なし！
今年度、総務部に新しいミッションができました。公式のようなこのミッションは、総務部の W（Work：

仕 事 量 が 大 き い ほ ど、ES（Employee Satisfaction： 社 員 満 足 ） が 上 が り、 そ の 結 果、CS（Customor 

Satisfaction：顧客満足）も比例して上がるという意味です。当社と同じくらいの規模の保険代理業を主軸と

した企業で、完全に独立した総務部を設置しているところは全国でも珍しいでしょう。しかしながら、社員

の勤怠管理や労務管理、時代に合った透明性ある就業規則の継続刷新など、今後の会社経営では、総務部の

存在が新しい働き方を支える大きな役割を担います。このミッションで総務部の意気込みを感じてください。

経 営 指 針
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10 年ビジョン（2 年目）　　・・・・・７

　市場の変化を読みながら夢を見る・10 年ビジョンは未来へのかけ橋

経営方針（中期経営目標）　　・・・・１１

　10 年ビジョンを踏まえた、中期のあるべき姿と目標、到達するための道筋

経営計画（中期）                         ・・・・１５

　経営方針（中期経営目標）実現のための具体策

経営計画（単年度）　　　　  ・・・・１８

　10 年ビジョン、中期経営目標実現のために、今年度何をするか

損保ジャパン日本興亜長崎支店エージェントオブザイヤー受賞（2017 年 5月）

第 18 期経営計画
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10 年 ビ ジ ンョ

経
営
指
針
の「
ビ
ジ
ョ
ン
」の
定
義
は
、「
経

営
理
念
を
追
及
し
て
い
く
過
程
に
お
け

る
自
社
の
理
想
的
な
未
来
（
あ
り
た
い
姿
）
を

具
体
的
に
書
き
あ
ら
わ
し
た
も
の
」
で
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
意
味
は
、一
般
的
に
は
、「
未
来
像
」

「
夢
」「
使
命
が
実
現
し
た
姿
」
の
意
味
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。

人
間
に
は
、
将
来
を
展
望
し
理
想
を
も
っ
て
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
工
夫
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
能
力
が
あ
り
ま
す
。

経
営
理
念
に
基
づ
い
て
「
こ
う
あ
り
た
い
」
と

い
う
姿
、
自
分
た
ち
の
将
来
あ
り
た
い
姿
を
魅

力
的
な
目
標
像
と
し
て
構
想
し
鮮
明
に
描
く
こ

と
で
、
目
指
す
べ
き
長
期
の
基
本
的
な
方
向
性

や
、
や
る
べ
き
こ
と
が
自
ず
と
明
瞭
に
な
り
、

意
欲
は
高
ま
り
、
組
織
は
共
同
体
と
し
て
自
律

的
に
動
き
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
10
年
な
の
で
し
ょ
う
か
。
10
年
と

い
う
期
間
は
、
単
年
度
計
画
や
中
期
経
営
計
画

で
設
定
さ
れ
る
３
年
か
ら
５
年
の
期
間
と
は
異

な
る
次
元
の
期
間
で
す
。
中
期
経
営
計
画
の
３

年
か
ら
５
年
の
計
画
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
、

現
状
の
積
み
上
げ
を
す
る
発
想
に
至
り
が
ち
で

す
が
、
10
年
か
ら
逆
算
し
た
中
期
経
営
計
画
、

そ
し
て
単
年
度
経
営
計
画
は
、
夢
を
叶
え
る
た

　
　

10
年
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

め
の
現
実
的
な
計
画
と
な
り
、
中
期
経
営
計
画

と
単
年
度
経
営
計
画
の
中
身
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
10
年
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
か
ら
た
て
始
め
る
の
で
す
。

　
　

10
年
で
世
界
は
変
わ
る

　
　

変
わ
る
世
界
に

　
　

受
け
身
に
な
る
な

過
去
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
10
年
ひ
と

昔
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
直
近
の
10
年
で
も
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
（
あ
る
時
代
の
支
配
的
な
概
念
が
転
換
す
る

こ
と
）と
表
現
で
き
る
事
象
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、「
市
場
の
国
際
化
」「
配
送
の
短
時
間

化
」
な
ど
の
経
営
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
消

費
者
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
価
値
観
も

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。「
固
定
電
話
で
の

連
絡
が
携
帯
電
話
に
」「
フ
ァ
ク
ス
か
ら
メ
ー

ル
に
」「
現
金
払
い
か
ら
電
子
マ
ネ
ー
に
」
な

ど
と
技
術
革
新
が
大
き
く
進
ん
で
い
ま
す
。「
当

然
の
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
劇
的
に

変
化
し
て
お
り
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
す
ま
す

加
速
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

変
わ
る
世
界
に
受
け
身
に
な
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
時
代
を
変
え
る
の
は
私
た
ち

人
間
で
す
。
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
社
員

の
皆
さ
ん
も
、
新
時
代
を
築
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
平
等
に
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　

10
年
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　
「
お
と
な
子
供
」
に

　
　

な
っ
て
つ
く
る

市
場
の
変
化
を
予
測
し
な
が
ら
10
年
ビ

ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の

際
に
は
必
ず
「
夢
を
見
る
こ
と
」
が
大
切
で

す
。
大
人
と
し
て
原
理
原
則
、
自
然
の
摂
理
に

沿
い
な
が
ら
も
、「
で
き
る
わ
け
が
な
い
」「
そ

ん
な
の
非
現
実
的
だ
」
と
笑
わ
れ
る
く
ら
い
に

子
供
っ
ぽ
い
夢
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鳥
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
ラ
イ
ト
兄
弟
は
飛
行

機
を
製
造
し
ま
し
た
。
手
の
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
持
つ
夢
を
見
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ
は
、
ア
イ
フ
ォ
ン
を
開
発
し
ま
し
た
。
お
と

な
子
供
が
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

10 年ビジョンに求められるもの
 １．　理念に基づく、組織の高い理想を映し出し、ロマンに溢れている。

 ２．　組織の個性や独自能力が反映されている。

 ３．　社会や市場の変化を創造的に捉え、適合している。

 ４．　目的と方向性が明瞭で、誰にでもわかりやすい。

 ５．　人々に熱意ややる気を奮い起こさせる。

この 10 年ビジョンが達成された時に、何が具現化するのか、社会はどう変わるのか、

人々に何をもたらすのかなど、使命や価値や背景などの意義付けが必要です。
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10 年後の市場予測と未来事業定義

・今後、佐世保市の人口は、１０年ごとに約３万人の人口減となり、２０２７年には、現

在の２５万人から約２２万人となる。

・佐世保市は国際色豊かになり、流動人口は増加している。

・近隣の福岡市はさらに活気を増し、日本の西海岸として、東アジアにおいて、米国のサ

ンフランシスコやロスアンゼルスのような機能を果たす。

・中国やアセアン諸国は成長し続け、日系企業、特に中小企業経営も、対中国を筆頭にボー

ダレスになる。

・現在の保険代理店は大きく淘汰される。理由は、現在の保険代理店の高齢化や後継者不

足を理由に、統廃合が進むため。

　　保険代理店数（２０１５年までは日本損害保険協会データ）

　　　　　１９９６年：６２３，７４１店

　　　　　２０００年：５０９，６１９店

　　　　　２００１年：３４２，１９１店

　　　　　２０１５年：２０２，１４８店

　　　　　２０２７年：１５０，０００店以下（橋口久予想）

・金融監督庁が、保険会社に対し、一社専属代理店の縛りをなくすよう指導が始まる。

・複数の保険会社を取扱う乗合代理店が増加する。

・保険代理業の専門性が問われる。リスクマネジメント（国内外）とファイナルプランニ

ング（資産運用を含む）が、世間の当然となる。

・ＡＩとＩｏｔの進化でインシュアテックが進み、保険代理店を介さない保険商品が続々

と開発される。

・ＡＩとＩｏｔの進化で、人間ができることの地図が変わる。

10 年後の市場 人口減少でもグローバル社会・保険の仕事は専門的に

・「企業と事業を取り巻くリスクを可視化させ、事業展開を支援」

・「個人・家族の資産を守り、個人・家族の夢の実現をサポート」

・「ＡＩにできず、人間にしかできないサービスに対し専門性を高める」

・「どんな事業体ともコラボレーションできるカフェ事業で、他事業者に付加価値を提供」

・「身軽なスタートアップマインドと撤退マインド」

未来事業定義 10 年後の市場予測を踏まえたプライアントの事業定義

“Most people overestimate 

what they can do in one year 

and underestimate what they 

can do in ten years.”

　　　　　　－ Bill Gates

10 年 ビ ジ ンョこのページの予測を踏まえて

「10年ビジョン」を策定（次の２ページ）
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プライアント株式会社
10 年ビジョン（2017 年策定・改訂版）

・国内保険代理業

　１０年後には３つの可能性がある。

　　　　　①損保ジャパン日本興亜の専属代理店として長崎県最大規模

　　　　　②独立系乗合代理店（１０年以内に一社専属がマストでなくなった場合）

　　　　　③上記２つ（会社を分社化し、専属（本社佐世保）と乗合（本社福岡）を経営）

　　　　　⑤事業拠点は、長崎県に３店、福岡県に１店

・中国保険ブローカー支援事業

　現在のパートナー宜安（北京）保険経紀有限公司と協業を継続し、市場を拡大。

　　　　　・人員は８名体制（プロデューサー３名、ＣＳＲ４名、経理１名）

・飲食業（コーヒーショップ）

　佐世保市内に独立系３店、他の事業体とのコラボレーションショップを全国に２０店。

　コラボレーションの事業体は、来店型のショップを設置する金融業、自動車販売業、医

　療機関、サービス業など。コラボレーション企業店舗の一角にコーヒーショップを併設

　させ、来店客導線の支援をする。また、中国大連に２店展開。

・新規事業

　本業の進化に伴う二次影響から生まれるビジネスのチャンスに注意を払い、機を逃すこ

　となく挑戦する。例えば、以下の３つのアイデア。

　　　　　①自動車保険の減収対策で、自動運転のカーシェアリング業に進出

　　　　　②ライフタイムよりオンデマンドの保険商の品需要が高まることにより、代理

　　　　　　店でマーケットを掴み、そこからオンデマンド商品を保険会社と開発

　　　　　③中国が米国のようにトレンドを生み出す国となり、中国のよい商品やサービ

　　　　　　スを日本へ輸入（マクドナルドやセブンイレブンの発想）

・社内ベンチャーの創出

　１０年後は、社内でスタートアップを支援できる体制を整える。

10 年後の

業種業態
現在の業種で新しい花を咲かせながら生き残る

世界に気づきを与える企業
プライアントは、自己と企業の柔靭成長で「世界に気づきを与える企業」を目指します。佐世保の中小企業に

とっても「世界」は大袈裟な表現ではありません。これまでは中央依存型の経済構造が定番であり、「地産地消」

の地方完結型が理想とされていました。しかし、これからの事業は、例え地域に根差したビジネスをしていて

も、その先に世界が繋がっていない限り、世の中に事業を通した奉仕はできません。私たちは理念経営を通し

て「新しい気づき・一歩先行く価値観」を提供することで、世界の人々の幸せに貢献することを目指します。

2017 年度は、中国の大学生に特別授業を開催したりと、着実に 10 年後への姿に近づいています。

10 年ビジョン（2 年目）

10 年 ビ ジ ンョ
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・国内保険代理業

　売上高　　：３０億円（損保収入保険料＆生保保有規模｜保険商品を仕入とした場合）

　売上総利益：　５億円

　　－現在は、売上高：５億９千万円（売上総利益：９千５百万円）

・中国保険ブローカー支援業（大連）

　売上総利益：５千万円

・飲食業（コーヒーショップ関連）

　売上高：４千万円（売上総利益：２千３百万円）

・社内スタートアップ（起業後３年以内）

　売上高：３千万円

10 年後の

売上金額
本業の国内保険代理業は県内最大規模に

・環境の変化

　現在の社員は＋１０年、年齢を重ねる。よって、現在の社員は幹部となり、経営に参画

　し、１０年間で入社した社員の指導、共育を行う。

・社員数

　保険事業部：３０名（うち、障がいのある方の正規雇用３名）＋ＡＩロボット３名

　大連事務所：　８名（うち、日本人２名）

　飲食業　　：日本２０名（正社員４名・アルバイト１６名）・中国スタッフ８名

・要員計画

　２０１９年４月より隔年で新卒採用を再開。事業規模に合わせて随時中途採用を行う。

　合併による増員は慎重に検討する。

　

10 年後の

社員像
主体性と連帯で利他ができる社員の集合体へ

・橋口久

　２０２７年には５４歳。経営理念を共有でき、やる気と実績がある者は、この１０年で

　幹部候補として指導し、事業を任せる。最初は橋口久が代表権を執るが、その後は実力

　次第で代表権を譲る。

　　　　・国内保険代理業は、３・４代目の後継者候補が固まり、次の１０年（２０３７

　　　　　年）までに、取締役社長として事業承継する。橋口久は代表取締役会長。

　　　　・中国保険ブローカー支援業は、中国で法人を設立し、日本人総経理（社長）を

　　　　　据える。橋口久は董事長（会長）

　　　　・飲食業も分社化し、取締役社長を据える。

　　　　・社内スタートアップには積極的に投資する。

・橋口美佐子

　２０２７年には８０歳。取締役会長として在職。継続してエクセレントプランナー表彰

　を受け、エクセレントプランナー表彰日本国内最年長記録を樹立。

・永田香織

　２０２７年には５２歳。常務取締役から専務取締役に昇格。経営の勉強と人格形成を重

　ね、マネジメントに大きく関わる。　　

10 年後の

経営陣
事業承継の基礎固めの 10 年とする

10 年 ビ ジ ンョ

１０年後の橋口久
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経 営 方 針

経
営
方
針
と
は
、
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

を
目
指
し
て
、
中
期
（
３
～
５
年
）
の

「
あ
る
べ
き
姿
」
を
目
標
と
し
、「
そ
れ
に
到
達

す
る
た
め
の
道
筋
」
を
示
す
も
の
で
す
。

経
営
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
10
年
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
の
課
題
を
①
今
後
の
事
業

展
開
、
②
働
き
が
い
の
あ
る
企
業
づ
く
り
、
③

企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）、
④
数
値
目

標
の
４
点
か
ら
、
中
期
（
３
～
５
年
）
の
「
あ

る
べ
き
姿
」
と
「
目
標
」
と
し
て
示
し
ま
す
。

　
　

経
営
方
針
と
は

経
営
方
針
を
考
え
る
上
で
、
プ
ラ
イ
ア
ン

ト
が
ど
の
よ
う
な
会
社
を
目
指
す
か
、

そ
の
企
業
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

①
自
立
型
企
業
を
目
指
す

　

保
険
会
社
に
頼
り
き
っ
た
保
険
代
理
店
で

は
、
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
、
技
術
に
お
い
て
、
当
社
な
ら

で
は
の
付
加
価
値
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
、
中

　
　

経
営
方
針
を
検
討
す
る
に

　
　

あ
た
っ
て
の
視
点

長
期
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
系
保
険
代
理

店
の
よ
う
な
手
数
料
交
渉
権
を
持
つ
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
保
険
会
社
も
一
目
置
く
よ
う

な
、
高
い
業
務
品
質
と
、
数
多
く
の
お
客
様
を

抱
え
る
企
業
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

②
社
員
の
自
発
性
が
発
揮
で
き
る
企
業
を
目

指
す

　

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
に
指
示
待
ち
社
員
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
会
社
が
必
要
で
あ
る
か

な
い
か
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
指
示
待
ち
ス
タ
イ
ル
で
は
、
一
個
人
が
時

代
の
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

社
員
一
人
ひ
と
り
が
、
個
性
と
創
造
性
を
自

発
的
に
発
揮
す
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、
社
員
の
皆
さ
ん
の
将
来
設
計
と

当
社
が
目
指
す
方
向
性
を
合
致
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、「
適
材
適
所
」
と
「
個

人
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
個
人
面
談
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
個
人
で
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
身
の
将
来
設
計
は
、
自
身
の
社
内
で
の

自
発
性
の
発
揮
に
大
き
く
関
与
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
が
成
長
す
れ
ば
自
ら
の
人
生

を
豊
か
に
で
き
る
と
い
う
展
望
を
持
つ
こ
と

で
、
社
員
の
皆
さ
ん
に
も
働
き
が
い
や
や
り
が

い
が
生
ま
れ
、
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
会
社
は
社
員
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
よ
う
尽
力
し

ま
す
。
雇
用
と
生
活
を
守
り
、
安
心
安
全
な
労

働
環
境
を
整
備
し
て
、
社
員
の
皆
さ
ん
の
将
来

の
生
活
設
計
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
、
随
時

刷
新
し
て
い
き
ま
す
。

　

③
経
営
者
と
社
員
が
互
い
に
頼
れ
合
う
関
係

を
構
築
す
る

　

社
内
で
互
い
に
頼
れ
合
う
関
係
を
築
く
に

は
、
社
風
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
立
場
は
関
係
な
く
、
共
に
学

び
共
に
育
つ
環
境
が
一
番
で
す
。
共
に
学
び
共

に
育
っ
て
い
け
ば
、
変
化
の
速
い
時
代
に
も
適

合
し
、
加
え
て
、
新
し
い
時
代
を
築
い
て
い
け

ま
す
。
そ
れ
が
、
当
社
に
共
通
し
た
生
活
の
基

盤
を
置
き
な
が
ら
、
個
々
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

す
る
た
め
の
最
短
距
離
と
な
り
ま
す
。

　

④
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る

当
社
は
は
、
佐
世
保
市
を
中
心
と
し
た
地
域
社

会
の
中
で
生
か
さ
れ
、
育
て
ら
れ
て
き
た
存
在

で
す
。
大
連
の
オ
フ
ィ
ス
も
同
様
、
大
連
の
社

内
の
中
で
生
か
さ
れ
、
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
当
社
は
設
置
さ
れ
た
事
業
所
の
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
経
済
繁
栄
の
た
め
に
、
社
会
的
使

命
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑤
長
期
持
続
す
る
企
業
を
目
指
す

　

短
期
間
の
実
績
が
ど
れ
ほ
ど
良
く
て
も
、
そ

れ
が
持
続
せ
ず
、
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
は
、

「
金
儲
け
」
を
し
て
い
る
事
業
体
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
企
業
は
社
会
の
公
器
」
で
あ
る
故
に
、

私
た
ち
は
地
域
社
会
の
た
め
に
、
永
続
的
な
存

在
で
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

個
の
成
長
と
組
織
の
力
強
さ
、
社
員
共
育
、
そ

し
て
計
画
的
な
採
用
と
生
活
の
安
定
を
保
証
で

き
る
雇
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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プライアント株式会社
経営方針検討ワークシート

・世界に気づきを与える企業
10 年ビジョン 将来のありたい姿

・適者生存

　偏った思想、独善的、旧態依然の経営では時代についていけない。規模の有意性。

・インシュアテック

　ＡＩとＩｏｔの進化で、顧客チャンネルが多様化する。

・専門性が求められる保険業界

　物売りからの脱却とリスクマネジメントやファイナンシャルプランニングなどソリュー

　ション型ビジネスとなる。

・デジタルとアナログのレイヤー化

　融合だけではなく、人にしかできないことが強調され、アナログの魅力が再認識される。

　

現状認識 １．時代の流れ（情勢認識）

・ストレスフリー

　手のひらの中で完結するワンストップサービスの機能が、スマホの便利さを爆発的に普

　及させた。よって、今後はさらに生活スタイルの効率化が顧客の基準となる。

・アナログ

　デジタルとの融合と進行して、レイヤー化が進み、今後はより深い人との絆を求め合う

　時代となる。人との出会いも多様化し、個人の生活圏が地球規模となり、地球の裏側か

　らアナログな人情を求める時代となる。

２．顧客は何を望んでいるか

・創業１９８１年の中堅老舗

　創業３７年はまだ老舗ではないが、日本の保険代理店の歴史から、１０年後は老舗と呼

　んでもおかしくないだろう。現在は中堅の老舗、老舗予備軍といったところか。

・歴史を大切にする会社

　当社の宝は、経営指針書に記載されている沿革である。「先人たちの汗と涙があったか

　らこそ、今の私たちの喜びがあり、今の私たちは、未来のプライアントのために礎を築

　く先人である」ことを大切にしている。

・損保ジャパン日本興亜代理店として長崎県下一の実績と品質

　保険会社主催の表彰制度には、入賞は当然として取り組み、創業以来高い実績をあげて

　いる。また、カイゼンや電話応対コンクールなど、同業他社がやり始める前から着手。

・事業の多角化

　損保ジャパン日本興亜の専属代理店という縛りがありながらも、時代を見据えて飲食業

　と海外進出をを果たしてきた。そこから得られたものは大きい。

３．わが社の歴史（誇れる伝統）

経 営 方 針
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・社風

　２００９年より築き上げてきた社風は当社の誇りである。しかし、風通しが悪いとせっ

　かくの社風もすぐに腐ってしまう。常に風通しのよい職場環境にする必要がある。

・多様性（ダイバーシティ経営）

　年齢、国籍、性別、身体的特徴、入社前のバックグラウンドなどにおいて、同業他社は

もとより、地元の中小企業企業よりも多様な人財で構成されている。

・人財

　多様性もある中で、社員の人間力も当社の持ち味。人を思いやる心に溢れている。

・社員の主体性と連帯感

　ここ数年で格段に成長した分野。柔靭の靭の部分が育ってきた。

・柔軟で創造的な発想

　同業他社の中では、新しい試みを比較的早い段階で取り組んできた。柔軟性あるアイデ

　アは、カイゼンの実践により、社員の頭の中にも変化が出てきた。

４．当社の持ち味

・保険代理業

・中国保険ブローカー支援業

・コーヒーショップ関連事業

・隣接異業種：セミナー業、メディア・執筆、貿易業、外国人向け事業

当社の
あるべき姿
事業展開の方向

５．どの分野で仕事をするか（隣接異業種も視野に）

・人財を生かす

　多様性ある人財が主体的に、また他者との連携を組んで前向きに取り組むことにより、

　既存事業のアップデート、新規事業のスタートアップを加速させる。

・とにかく「没ネタ」を多く出すべきだとする社内環境を増幅させる。

６．当社ならではの特徴をどう生かすか

・保険コンサルタント課とお客様サービス課の連携

　既存の主力事業が伸びるためには、足元にある当該課題をクリアする必要がある。　　

　２０１８年度の新体制で強化していく。

・コーヒーショップのフランチャイズマニュアル作成

　フランチャイズマニュアル作成により、自社経営でも多店舗展開がスムーズとなり、ま

　たコーヒーショップと異業種のコラボ展開をコンサルする際には。フランチャイズマ　

　ニュアルが必須となる。

・総務部の増員

　現在ＨＴＣ事業部も統括している田島課長をサポートするために、２０１９年４月に新

　卒を採用し、３年以内に総務部４人体制（ＨＴＣ事業部管理も兼務）とする。

・中国保険ブローカー支援業の増員

　３年以内に１名増員し、駐在員を２名体制とする。

・橋口久はより社長業に専心できるようにする。

７．その為の体制づくり

この２ページのワークシートをもとに

「経営方針」を策定（次のページ）
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プライアント株式会社 経営方針
10 年ビジョンを実現するために　

既存事業の拡大と二次派生事業の展開
【既存事業の拡大】
・保険代理業・中国保険ブローカー支援業・コーヒーショップ関連事業

【二次派生事業の展開】
・セミナー業・メディア・執筆・貿易業・外国人向け事業

事業展開の方向

保険代理業
　　保険コンサルタント課とお客様サービス課の連携再構築し組織の底上げを図る。
　　これが保険代理業拡大の基盤となる（３年目に各社員２階級昇進）。
総務部
　　要員計画により増員し（３年以内に２名増員）、総務部の組織力と人員を生かし、
　　ＨＴＣ事業部へのフランチャイズマニュアル作成（３年計画で作成）。
ＨＴＣ事業部
　　フランチャイズマニュアル作成に着手しながらも、佐世保市内中心部に直営店を
　　１店舗開店。異業種とのコラボでは、フランチャイズマニュアルを武器に、
　　保険代理店のイベントなどにブース出展し、FC ２件契約（全て３年計画）。
　　異業種コラボ FC は、５年目に１０店増を目指す。
中国保険ブローカー支援業
　　保険会社との商品開発により少人数体制でも契約が生まれる仕組みをつくり、
　　その利益でもう１名日本人駐在員を雇用（３年計画）。

中期経営目標と目標達成のための道筋

数値上の目標

保険業（国内・中国）
３年計画・５年計画では、そ
れぞれ 10 年ビジョンの売上
高、売上総利益、人員の 1/3、
1/2 の数値を目標とする。総
務部の要員計画もそれに準じ
る。
ＨＴＣ事業部
３年計画・５年計画では、そ
れぞれ 10 年ビジョンの売上
高、売上総利益、人員の 1/3、
1/2 の数値を目標とする。

働きがいある会社づくり

人間尊重の経営
社員の人生を愛する。
ES 第一主義
CS は社員がリーダーシップを
取り、その分会社は ES に力
を入れる。
社員共育
社内で学びの機会を増やし、
学んで即実践を奨励。
就業規則の透明化と進化
社員と共に就業規則を刷新し
ていく。

企業の社会的責任

思想の流布
松下幸之助翁の思想を会社全
体に浸透させる。利他の心を
持ち、社会の歯車であり続け
ることが、ひいては自分の人
生に帰ってくる。
ボランティア活動の推奨
有給消化制度を刷新し、有給
日数を増やす。取得において
は、単に旅行や休息のためだ
けではなく、ボランティア活
動への活用を奨励する。

10
年
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
逆
算
・
逆
算
で
考
え
て
い
き　
　
　
　
　
　
　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
中
期
と
単
年
度
で

こ
の
ペ
ー
ジ
ま
で
は
、
中
期
的
な
方
針
ま
で
考
え
ま
し
た　
　
　
　

具
体
的
な
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
（
数
値
は
社
員
の
み
別
紙
）　　

経 営 方 針
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全体

中 期 営経 計 画

全員経営で Pliant NOW　
　常に注目される西海岸に　Since 2015

カイゼンの永年継続実施

全員経営の取り組み

２
０
１
５
年
か
ら
開
始
し
た
カ
イ
ゼ

ン
は
、
社
内
に
浸
透
し
社
風
と
な

り
ま
し
た
。
カ
イ
ゼ
ン
チ
ー
ム
も
４
年
目

を
迎
え
、
現
在
も
主
体
性
を
持
っ
て
自
律

的
な
運
営
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

カ
イ
ゼ
ン
活
動
が
浸
透
す
る
と
と
も
に
、

社
員
の
皆
さ
ん
も
「
他
人
事
か
ら
自
分
ご

と
」
の
眼
を
養
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

有
限
会
社
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
保
険
の
頃
は
ま

だ
家
業
の
名
残
が
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

給
湯
室
や
ト
イ
レ
の
タ
オ
ル
。
ど
ん
な
に

汚
く
な
っ
て
も
、
洗
濯
や
取
替
え
は
橋
口

家
の
仕
事
で
し
た
。

こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
で
は
当
時
の
社
員
が
良
く
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

答
え
は
ノ
ー
。
社
員
は
何
も
悪
く
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
当
時
の
社
員

は
今
で
も
当
社
で
働
き
、
積
極
的
に
カ
イ

ゼ
ン
活
動
に
参
画
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
何
事
も
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切

と
い
う
こ
と
。
有
限
会
社
プ
ラ
イ
ア
ン
ト

保
険
時
代
に
は
そ
の
仕
組
み
が
な
か
っ
た

だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
。

カ
イ
ゼ
ン
一
つ
を
と
っ
て
も
、
沢
山
の
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

身
に
つ
い
た
習
慣
で
も
や
め
れ
ば
ゼ
ロ
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
常
に
考
え
る
！
」

の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
員
経
営
と
は
、
全
員
が
経
営
者
に

な
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適

材
適
所
の
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
期
待

さ
れ
て
い
る
仕
事
を
責
任
感
を
持
っ
て
全

う
す
る
こ
と
が
全
員
経
営
で
す
。

全
員
野
球
と
い
う
言
葉
で
置
き
換
え
る
と

わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。全
員
野
球
は
、

全
員
が
監
督
や
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
４
番
バ
ッ

タ
ー
に
な
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会

社
組
織
の
同
様
で
す
。

全
員
経
営
で
大
切
な
こ
と
は
、
成
長
や
向

上
心
で
す
。
会
社
人
生
、
昇
進
す
る
こ
と

が
全
て
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
難
易
度
の

高
い
仕
事
を
任
さ
れ
て
挑
戦
し
、
そ
し
て

成
功
す
る
ま
で
諦
め
な
い
こ
と
は
、
自
身

の
人
間
成
長
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
会

社
は
大
人
の
学
校
で
す
。

例
え
ば
、
社
員
100
名
規
模
の
会
社
で
あ
れ

ば
、
課
長
が
想
像
す
る
社
長
の
仕
事
は
、

守
衛
が
想
像
す
る
課
長
の
仕
事
に
匹
敵
す

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
挑
戦
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
倫
理
観
と
業
務
ス
キ
ル

を
磨
き
、
人
を
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て

い
く
こ
と
は
、
学
校
の
テ
ス
ト
で
上
位
に

い
く
よ
り
も
人
生
の
醍
醐
味
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

人
事
評
価
も
７
月
か
ら
本
格
始
動
し
ま

す
。
評
価
制
度
の
行
動
指
針
を
も
と
に
、

各
自
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
し
て
く
だ
さ

い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

２０１５年ー永年（５年ごとに見直し：今年度４年目／永年）

２０１５年ー永年（５年ごとに見直し：今年度４年目／永年）

全体
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保険事業

保険事業

保険事業

新事務所設立・他社合併
２
０
１
５
年
よ
り
佐
世
保
市
中
心
部

に
出
事
務
所
設
立
と
、
優
位
性
を

保
っ
た
合
併
の
中
期
経
営
計
画
を
立
て
て

い
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
こ
の
中
期
経
営
計
画
は
、
お

客
様
サ
ー
ビ
ス
課
の
部
門
設
立
の
時
期
と

関
係
し
て
お
り
、
新
組
織
体
制
で
増
収
を

生
み
、
か
つ
、
他
社
と
の
優
位
性
を
保
っ

た
合
併
の
結
果
、
そ
の
事
業
規
模
で
新
事

務
所
設
立
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
予
測

し
た
も
の
で
し
た
。

現
時
点
で
の
事
業
規
模
で
は
新
事
務
所
設

立
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
過
去
３
年
間
に

他
社
合
併
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
合
併
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
合
併
し

な
か
っ
た
の
は
、
経
営
者
で
あ
る
橋
口
久

の
器
量
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
別
の
経
営
者
で
あ
れ
ば
合
併
し

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
期
経
営
方
針
に
も
今
後
の
合
併
に
つ
い

て
触
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
合
併
す
る
こ

と
な
く
、
自
力
で
事
業
拡
大
を
し
て
い
く

計
画
に
変
更
し
ま
す
。
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
Ｐ
Ａ
代
理
店
と
し
て
合
併
も
積
極

的
に
し
た
方
が
保
険
会
社
も
嬉
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
社
は
自
力
で
の
オ
セ

ロ
ゲ
ー
ム
に
臨
み
ま
す
。

自
力
で
の
成
長
の
結
果
、
こ
の
２
年
の
間

に
新
事
務
所
を
設
立
で
き
る
実
力
を
、
全

社
一
丸
で
養
い
ま
し
ょ
う
。

２０１５年ー２０１９年（今年度４年目／５年計画）

さらなる自由化に備える
昨
年
度
か
ら
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
だ
け
は
、

２
０
１
４
年
よ
り
10
年
の
計
画
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
中
期
経
営

計
画
の
中
で
毎
年
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
市
場
予
測
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
保
険
業
界
２
度
目
の

ビ
ッ
グ
バ
ン
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
顧

客
本
位
の
さ
ら
な
る
自
由
化
と
し
て
、
専

属
代
理
店
の
任
意
解
体
で
す
。
任
意
で
す

か
ら
専
属
代
理
店
の
ま
ま
で
残
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

に
不
義
理
を
し
な
い
限
り
は
、
そ
の
通
達

が
出
た
暁
に
は
乗
合
い
を
す
る
計
画
で
す

（
そ
れ
ま
で
は
し
ま
せ
ん
）。

現
在
の
専
属
代
理
店
は
、
保
険
会
社
と
共

存
共
栄
と
い
い
な
が
ら
も
、
経
営
面
や
営

業
面
で
保
険
会
社
に
頼
っ
て
い
る
部
分
、

ま
た
、
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
経
営
面
と
営
業

面
で
は
、
現
在
の
独
立
系
代
理
店
か
ら

大
き
く
周
回
遅
れ
し
て
い
る
様
相
で
す
。

よ
っ
て
、い
ざ
自
由
化
さ
れ
独
立
し
て
も
、

準
備
不
足
で
あ
れ
ば
、
安
定
し
た
経
営
は

望
め
ま
せ
ん
。

中
国
大
連
で
の
事
業
は
、
自
由
化
に
備
え

た
準
備
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
中
国
の
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
さ
ら

に
共
有
し
、
営
業
面
で
も
自
由
化
へ
の
準

備
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

２０１４年ー２０２３年（今年度５年目／１０年計画）

保険事業部新体制で成長
２
０
１
８
年
７
月
よ
り
、
保
険
事
業

部
は
人
事
異
動
に
よ
り
新
体
制
と

な
り
ま
す
。
保
険
事
業
部
の
保
険
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
課
と
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
の
連

携
が
こ
れ
ま
で
の
課
題
で
し
た
が
、
新
体

制
に
よ
り
解
消
で
き
る
も
の
と
期
待
と
と

も
に
確
信
し
て
い
ま
す
。

保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課
と
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
課
の
存
在
意
義
や
目
指
す
と
こ
ろ
に

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
経
営
方

針
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
と
い
う
印
象
は
持

た
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
本

体
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
執
っ
た
人
事
で

す
。

今
年
度
の
保
険
事
業
部
は
２
課
の
課
長
が

不
在
の
ま
ま
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

不
在
の
ま
ま
で
も
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ば
連
携
が
う
ま
く
い

く
と
思
い
ま
す
が
、
不
在
の
ま
ま
に
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

個
々
が
こ
の
新
体
制
で
成
長
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
１
ヶ
月
で
も
早
く
昇
進
し
て
部
の
底

上
げ
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い
。
各
自
こ
れ

か
ら
３
年
間
で
２
段
階
昇
格
目
標
で
す
。

つ
い
て
は
、
地
味
で
結
構
で
す
の
で
、
現

在
の
役
職
に
お
い
て
、
利
他
の
心
で
仕
事

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い

こ
の
計
画
が
実
現
す
れ
ば
、
ま
ず
は
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
課
か
ら
先
に
中
途
採
用
を
開

始
し
ま
す
。

２０１８年ー２０２０年（今年度１年目／３年計画）

中 期 営経 計 画
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総務部

2019 年 4月新卒採用
総
務
部
は
当
社
に
お
い
て
、
大
黒
柱

的
な
存
在
で
す
。
そ
れ
は
、
他
の

部
署
の
社
員
の
皆
さ
ん
の
働
き
方
改
革
に

携
わ
る
か
ら
で
す
。

か
ね
が
ね
宣
言
し
て
い
た
通
り
、今
年
度
、

経
営
陣
は
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
度
）
に
力

を
入
れ
ま
す
。
経
営
陣
は
、
Ｃ
Ｓ
よ
り
も

力
を
入
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現
を
す

る
の
は
、
社
内
の
Ｅ
Ｓ
か
ら
生
ま
れ
る
幸

福
感
が
増
せ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
お
客
様
に

伝
わ
り
、
連
動
し
て
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）

に
反
映
し
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で

す
。
幸
せ
の
連
鎖
で
す
。
よ
っ
て
、
経
営

陣
と
総
務
部
の
一
丁
目
一
番
地
の
仕
事
は

Ｅ
Ｓ
、
社
員
皆
さ
ん
の
一
丁
目
一
番
地
の

仕
事
と
は
Ｃ
Ｓ
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
総
務
部
は
経
営
陣
と
一
緒
に
、

社
員
の
皆
さ
ん
の
Ｅ
Ｓ
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
着
手
す
る
の
は
、

就
業
規
則
の
整
備
で
す
。
そ
の
中
に
は
、

有
給
休
暇
を
一
律
20
日
と
す
る
内
容
も
盛

り
込
み
ま
す
。

社
員
の
皆
さ
ん
を
総
務
が
支
え
る
た
め
に

は
、現
在
の
人
員
で
は
足
り
ま
せ
ん
。よ
っ

て
、総
務
部
は
今
年
度
要
員
計
画
を
立
て
、

地
元
の
高
校
を
中
心
に
採
用
活
動
を
始
め

ま
す
。

こ
の
中
期
経
営
計
画
の
３
年
間
で
、
総
務

部
は
２
名
の
増
員
（
全
て
新
卒
採
用
）
を

す
る
予
定
で
す
。

２０１８年ー２０２０年（今年度１年目／３年計画）

ＨＴＣ

多店舗展開とコンサル業
中
期
経
営
目
標
に
あ
る
よ
う
に
、
Ｈ

Ｔ
Ｃ
で
は
、
多
店
舗
展
開
と
、
当

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
も
あ
る
、
異
業

種
と
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ラ
ボ
の
開

店
コ
ン
サ
ル
に
着
手
し
ま
す
。

多
店
舗
展
開
は
、
３
年
以
内
に
佐
世
保
市

内
中
心
部
（
栄
町
・
常
磐
町
エ
リ
ア
）
に

直
営
店
舗
を
１
店
出
店
し
ま
す
。
出
店
戦

略
は
ま
だ
企
業
秘
密
で
す
が
、
確
固
た
る

戦
略
が
あ
り
ま
す
。
単
に
良
い
物
件
が
あ

る
理
由
だ
け
で
は
出
店
し
ま
せ
ん
。
今

後
、
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

コ
ン
サ
ル
業
と
は
、
当
社
の
来
店
型
保
険

シ
ョ
ッ
プ
と
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ラ

ボ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
商
品
化
し
、
全

国
で
同
様
の
コ
ラ
ボ
を
希
望
す
る
保
険
代

理
店
、
士
業
、
IT
系
オ
フ
ィ
ス
な
ど
へ
開

店
指
導
を
す
る
も
の
で
す
。
当
社
は
開
業

以
来
７
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、
大
手

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
行
う
同
種
サ
ー
ビ

ス
と
比
較
し
て
も
、
安
価
な
料
金
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
、
棲
み
分
け
が
可
能
で

す
。導
入
店
に
は
、Ｈ
Ｔ
Ｃ
の
Ｆ
Ｃ
と
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
上
の
計
画
を
実
現
す
る
に
は
、
Ｆ
Ｃ
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
必
要
で
す
。
早
速
今

年
度
か
ら
着
手
し
、
２
年
目
で
作
成
し
、

３
年
目
に
は
２
件
の
Ｆ
Ｃ
店
加
盟
を
目
指

し
ま
す
。

２０１８年ー２０２２年（今年度１年目／５年計画）

中国

ニッチ商品開発で弾みを
大
連
オ
フ
ィ
ス
の
課
題
は
人
手
不
足

で
す
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
市

場
で
あ
る
た
め
、
も
う
１
名
日
本
人
駐
在

員
を
雇
用
し
、
面
で
の
営
業
活
動
を
し
た

い
の
で
す
が
、
現
在
の
資
金
繰
り
で
は
、

大
連
に
１
名
の
追
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
１

名
採
用
枠
が
あ
る
と
す
れ
ば
（
総
務
部
の

採
用
を
除
く
）、
保
険
事
業
部
で
の
採
用

が
優
先
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
打
開
策
が
、
中
国
の
現
地
保
険
会
社

と
開
発
に
着
手
し
た
ニ
ッ
チ
商
品
の
開
発

で
す
。
か
つ
て
の
中
国
の
保
険
会
社
は
、

商
品
の
開
発
の
際
に
は
常
に
市
場
規
模
を

最
初
の
ハ
ー
ド
ル
に
あ
げ
、
当
社
の
提
案

の
な
か
な
か
実
現
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

し
か
し
、
最
近
潮
目
が
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
小
さ
な
市
場
で
も
、
ま
ず
は
や
っ
て

み
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
、
ス

マ
ホ
で
ガ
ス
代
を
支
払
っ
た
と
き
に
加
入

す
る
「
ガ
ス
爆
発
保
険
」
が
話
題
で
す
。

ガ
ス
代
を
支
払
う
途
中
に
ガ
ス
代
の
割
引

と
も
連
動
し
た
100
円
ほ
ど
の
保
険
の
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
広
告
を
作
っ
た
だ
け
で
、
短
期

間
で
日
本
円
に
し
て
約
５
億
円
の
収
入
保

険
を
得
た
そ
う
で
す
。

大
連
オ
フ
ィ
ス
で
は
ニ
ッ
チ
商
品
の
開
発

を
続
け
、
こ
の
収
益
を
基
盤
に
、
も
う
１

名
の
日
本
人
駐
在
員
の
雇
用
を
目
指
し
ま

す
。

２０１８年ー２０２０年（今年度１年目／３年計画）

中 期 営経 計 画
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新
体
制
で
再
度
挑
戦
！

今
年
度
は
保
険
事
業
部
の
組
織
を
改
編

し
、
新
体
制
で
「
こ
れ
ま
で
と
同
じ
山

を
登
り
ま
す
」。
世
界
で
１
番
高
い
山
の
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
２
番
目

に
高
い
Ｋ
２
に
目
標
を
変
え
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
タ
ッ
ク
隊
の
編
成
を
変
え
て
、
再
度

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
目
指
し
ま
す
。

保
険
事
業
部
は
組
織
に
改
編
が
あ
っ
て
も

チ
ー
ム
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
新

し
い
個
々
の
役
職
役
割
に
責
任
を
持
ち
、
利
他

の
心
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
み
ま
し
ょ
う
。

保険コンサルタント課　お客様サービス課（ＣＳＲ）事故対応課

保険事業部

【共通行動】
・常にお客様のことを考えて、必ず、個（点）と面（チーム・会社）でお客様に安心・安全・満足を提供する
・ＩＳＯ９００１の目標、手順書に則った業務スキルを遵守する
・高い倫理観を持ち、法令・会社規定を遵守する
・何事も主体性と連帯感を持って、利他の心で取り組む
・目標指標を「他人事ではなく、自分ごと」とする

安心をシンプルに 安心を活力に
保険事業部ミッション

損保ジャパン日本興亜ひまわり生命全国トップ代理店

表彰式にて、ひまわり生命髙橋会長と永田保険事業部長

【２０１８年度・徹底行動】
・ＣＳＲとのコミュニケーションがお客様に最大の安心感とサービスを生み出す
・ＣＳＲがお客様とスムーズなコミュニケーションができるプロデュースに努める
・ヒアリングシート・世帯情報入手を徹底し、ファーストアクションを怠らない
・リスクマネジメントを学ぶ・自己研鑽として専門・専門外問わず広く学ぶ
・保険会社キャンペーンは会社の代表としてトップ入賞する責任感と気概を持つ

保険コンサルタント課

全社を挙げてプロジェクト
年間を通して隙間なく

まずは会社主導で全社プロジェクトを

企画。保険コンサルタント課全員とＣ

ＳＲ顧客担当者がプロジェクトに参画

します。２つ目のプロジェクト終了後

はＨＬＰ・ＤＬＰ主導で企画します。

指標・ポイントにアンテナ
ホワイトボードで共有

保険会社との共通目標の指標・ポイン

トをホワイトボードでカウントダウン

し共有します。指標・ポイントにアン

テナを張った業務遂行は、来期の生産

性を高めることにも繋がります。

がむしゃらではなくＨＬＰ
とＤＬＰがプロデュース

目標に向かっての戦術は「死ぬまでや

れ、死なないから」ではありません。

ＨＬＰとＤＬＰはプロデューサーとし

て、時代のニーズを見据えた、スマー

トな営業環境を構築してください。

事 業 門部 別 単 年 計度 画
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事 業 門部 別 単 年 計度 画

【２０１８年度・徹底行動】
・担当者のアシスタントではなく、自分の担当と認識して業務に従事する
・電話対応では常に笑声、来店対応・訪問対応では常に笑顔
・常に業務の生産性とスリム化を考え、保険コンサルタント課からの仕事を引き受ける余力を増やす
・複数の異なる作業や工程を遂行する技術を身につけて多能工化する（業務を俯瞰で見る眼が養われる）
・保険会社と連携は、将来ＣＳＲが保険会社支社機能を遂行できるためのトレーニングと認識する

お客様サービス課（ＣＳＲ）

【２０１８年度・徹底行動】
・事故対応マニュアルを作成
・全事故を事故対応課で把握し、必要に応じて指示を出す
・事故現場に率先して走る（事故現場の管制塔となる場合は、現場直行者を選出し現場対応をコントロール）
・サービスセンターとの有効な関係構築（２０１８年度は２回の勉強会開催）
・法人顧客において、安全運転講習・労働災害などのセミナー開催（２０１８年度は５社・講師は担当者中心）

事故対応課

ＣＳＲはこれまでの主体性
チームワークを継続

これまでＣＳＲが培ってきた主体性と

チームワークは当社の財産です。新体

制となった今期も、それはＣＳＲの伝

統として継続してください。期待して

います。

４名で３人半分の業務量
４名以上の生産性に挑戦

新体制となった今期は、業務をスリム

化し、余剰人員をつくる仕組みを構築

します。社員増員は、保険コンサルタ

ント課との連携で、売上が上がった時。

今こそ、カイゼン習慣を生かす時です。

３６０度を見渡す視点
アシスタントと自己実践

更改業務は作業ではありません。保険

コンサルタントが盲点をとしていたお

客様のリスクを見つけ、担当者の行動

をアシストをするか、自身で動いて直

接お客様に接触してください。

2018 年度目標
正味新契約高 S 7億

2018 年度目標
修正後 ANP 7千万

対前年比 5.8％増

2018 年度目標
収入保険料 　億3.1

２０１８年度は必ず収入保障料３億円を突破します。

基本戦術：①生損保関係なく、お客様のリスクを第一に見

つめたアクション②点（個）が先ではなく、面（会社）が

先のプロジェクトを、点（個）で敢行③保険コンサルタン

ト課とＣＳＲの連携による好事例の蓄積

ＨＬもＤＬとの垣根をなくし、お客様のリスク前提で

動きます。７千万の目標は、自己ベストになりますが、

２０１８年度は、特定者に頼らない数字の積み上げに拘り

ます。損害保険部門の基本戦術に準じれば、ＨＬもＤＬも

稼働するのが当然の行動。習慣づけましょう。

２０１７年度、ＤＬは、２０１５－２０１６年度の２年連

続全国トップ１０入賞を逃してしまいました。多くの社員

にとってＤＬは馴染みの薄い商品かもしれませんが、ＤＬ

販売力はポイントは、商品知識ではありません。どれだけ

愛情を持ってお客様を想うかという「心の距離感」です。
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働
く
環
境
を
カ
イ
ゼ
ン

総
務
部
の
新
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
Ｅ
Ｓ
（
従
業

員
満
足
）
な
く
し
て
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）

な
し
！
」
は
、
当
社
新
時
代
の
幕
開
け
で
す
。

働
き
方
改
革
は
ブ
ー
ム
で
は
な
く
。
自
然

の
流
れ
で
す
。
子
供
が
成
長
し
て
洋
服

が
小
さ
く
な
る
よ
う
に
、
社
会
も
成
長
し
て
い

く
中
で
、
従
来
の
働
き
方
が
合
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
現
代
が
過

去
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
未
来
が
現

代
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
構
図
で
す
。

昨
今
頻
繁
に
ニ
ュ
ー
ス
を
騒
が
し
て
い
る

残
業
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
が
、
社

会
に
と
っ
て
の
継
承
（
サ
イ
ン
）
で
す
。
人

間
の
身
体
が
疲
れ
る
の
は
、「
休
め
」
の
サ
イ

ン
、
お
風
呂
に
入
ら
な
い
で
身
体
が
痒
く
な
る

の
は
、
清
潔
に
し
な
い
と
病
気
を
患
う
よ
と
い

う
サ
イ
ン
。
だ
か
ら
人
間
は
、
疲
れ
た
ら
休

み
、
身
体
が
痒
く
な
る
前
に
お
風
呂
に
入
る
の

で
す
。
人
間
の
身
体
が
よ
く
で
き
て
い
る
よ
う

に
、
社
会
の
仕
組
み
も
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。

総
務
部
は
、
こ
の
社
会
の
サ
イ
ン
を
見
逃

し
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
働
く
環
境
を

カ
イ
ゼ
ン
し
続
け
、
未
来
の
社
会
が
期
待
す
る

会
社
の
在
り
方
を
追
及
し
ま
す
。
社
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。
一
緒
に
よ
い
会
社
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

総務課・経理

総務部

【共通行動】
・全員が物心両面の幸福を実感できる職場環境を目指す
・２０１９年度の各社員の１０年ビジョンがさらに充実していることを目標とする
・ＥＳの向上により、他部署がＣＳの向上に繋がり、結果、自社経営を含め三方よしとなることを目指す

ES（従業員満足）なくして CS（顧客満足）なし！
新　総務部ミッション

【２０１８年度・徹底行動】
・休憩時間の確保・残業の減少・有給の積極取得など、課題を洗い出しカイゼンを続ける
・社員と一緒に就業規則を見直し、透明性のある会社のルールブックをつくる
・雇用に関する法律に反さないよう常に情報収集するとともに、顧問社労士と連携を図る
・雇用に関する助成金や補助金は積極的に活用する
・社内に環境美化に努め、日々の清掃を徹底する
・ＨＴＣを活用した社内福利厚生を充実させる

総務課

【２０１８年度・徹底行動】
・記録する
・分析する
・助言する・提案する
・高い倫理観を持ち、コンプライアンスを遵守する

経理

事 業 門部 別 単 年 計度 画
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事 業 門部 別 単 年 計度 画

　  

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
！

Ｈ
Ｔ
Ｃ
第
２
章
が
始
ま
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
７
年
、

こ
の
間
、
数
多
く
の
飲
食
店
が
開
店
し
、
そ
の

ま
た
多
く
が
閉
店
し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
同

業
の
個
人
経
営
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ

フ
ェ
は
。「
３
年
続
く
店
は
半
数
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｔ
Ｃ
は
単
な
る
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、異
業
種
（
保

険
シ
ョ
ッ
プ
）
と
コ
ラ
ボ
し
た
店
舗
と
し
て
、

７
年
間
で
飲
食
と
異
業
種
コ
ラ
ボ
、
Ｗ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
大
手
コ
ー
ヒ
ー

チ
ェ
ー
ン
・
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
、
新
生
銀
行

や
ツ
タ
ヤ
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
社
内
な

ど
の
有
人
店
舗
や
、
オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
本

社
内
な
ど
全
国
５
つ
の
オ
フ
ィ
ス
に
無
人
店
舗

を
出
店
す
る
な
ど
、
異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
ノ
ウ

ハ
ウ
は
当
然
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ロ
ー
カ

ル
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

て
い
る
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
こ
と
で
す
。

２
０
１
８
年
度
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
着
手
し
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
と
棲
み
分
け
を
し
た
階
層
で
、
異
業

種
と
の
コ
ラ
ボ
シ
ョ
ッ
プ
展
開
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
３
年
以
内
に
佐
世
保
市
内
中
心
地

に
戦
略
的
店
舗
の
オ
ー
プ
ン
を
計
画
し
ま
す
。

総務課・経理

ＨＴＣ事業部

【基本行動】
・創業者の想いを一人ひとりが継承する
・雇用形態を問わず、不利な立地でもいかにお客様に来ていただき満足していただけるか、常に考える
・コーヒーのプロになる・研鑽を続ける
・業務の標準化を徹底する・個性は標準化の上に乗り、その個性は爆発させる
・ＨＴＣ事業部は保険事業部のぶら下がりではない、社内でも誇りをもって堂々と
・衛生管理には十分に気をつける
・バッドニュースファースト（飲食業は小さなクラックが瞬く間に崩壊を生む）

We aim to create an American style coffee shop
where customers can enjoy good food and drink

in a relaxed, comfortable and at-home atmosphere.

ＨＴＣ事業部ミッション

現在のＨＴＣと保険ショップとのコラボの着想を得た店
舗。２００１ー０２年頃に当時東京在住だった橋口社
長が新宿で発見し、以来、佐世保に帰省する度に、まだ
個人事業主だった橋口保険事務所時代の橋口美佐子会長
に、「佐世保玉屋からアルバカーキー橋へと続く道沿い

（現在のタイヤショップ付近）に、来店型保険ショップ
とコーヒーショップを出したら？」と話していた。よっ
て、ＨＴＣも構想１０年で開店した店舗と言える。

新生銀行×スターバックス新宿エルタワー店
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５
年
目
で
花
開
か
せ
る

２
０
１
７
年
度
は
駐
在
員
の
突
然
の
退
職

が
あ
り
ま
し
た
が
、
期
間
を
空
け
ず
に

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
劉
社
員
が
入
社
し
、
大
き
な

支
障
も
な
く
大
連
オ
フ
ィ
ス
は
持
ち
こ
た
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

張
社
員
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
し
て
の
安
定
し
た
頑
張

り
と
、
持
ち
前
の
幅
広
い
知
識
と
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
溢
れ
る
劉
社
員
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
様
々
な
案
件
が
舞
い
込
ん
で
き
て
い

ま
す
。

　

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
５
年
辛
抱
し
な
い
と
光
が

見
え
て
こ
な
い
と
言
い
ま
す
が
。
大
連
オ
フ
ィ

ス
も
今
年
で
５
年
目
。
不
思
議
な
こ
と
に
昨
年

度
は
見
え
な
か
っ
た
だ
ん
だ
ん
光
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
（
中
国
の
事
業
年
度
は
毎
年
１
月

か
ら
）、
実
質
14
万
円
の
赤
字
で
終
わ
り
、
年

を
追
う
ご
と
に
損
益
分
岐
点
に
近
づ
い
て
き
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
バ
ー
を
超
え
、
大
連

オ
フ
ィ
ス
第
２
章
へ
突
入
で
す
。

　

第
２
章
は
、
も
う
１
名
、
日
本
人
駐
在
員
を

置
き
、
出
張
ベ
ー
ス
の
橋
口
社
長
の
他
に
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
駐
在
員
２
名
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

１
名
の
４
人
体
制
。下
記
の
戦
術
を
徹
底
し
て
、

新
体
制
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

宜安（北京）保険経紀有限公司 大連支部（当社大連オフィス）

国際事業部

【共通行動】
・高い倫理観と「和の心」を持った言動
・保険ブローカーとしての高いプライドとプロフェッショナリズム、凛とした姿勢
・ベンチャー的発想を持った冷静かつ恐れ知らずの集団（成功するまで継続する粘り強さ）

検討中！
国際事業部ミッション

【２０１８年度・徹底行動】
・張社員と劉社員の継続教育（Ｎ保険協力）
・見込み客リストを枯渇させない（常にアタック）
・劉社員の人脈形成（商工会議所や他団体）
・Ｔ保険とＷ社とのニッチ商品開発と商品リリース（Ｗ社グループ内での横展開を視野に入れて）
・Ｎ保険との市場採掘プロジェクトを実績を出して完了させる
・宜安上海本部からのアウトソーシング事業の着手
・手数料収入８００万円を必達
・年に最低１名、日本本社から大連に視察出張者を送る（今年は秋３泊４日の出張）ー保険は今中国先手

中国保険ブローカー支援業

事 業 門部 別 単 年 計度 画
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１９７９年
１０月　橋口美佐子（現・取締役会長）が安田火災　
　　　　海上株式会社研修生入社
１９８１年
　１月　母体となる橋口損害保険創業
１９９８年
　９月　橋口保険事務所へ社名変更
　　　　佐世保市日野町７０－４に移転
２０００年
　４月　橋口香織入社（現・取締役）
２００１年
１０月　橋口東入社
２００２年
　２月　法人化し、有限会社橋口保険事務所へ社名変更
　６月　富永裕恵入社
２００３年
　２月　◇グッドワンを譲渡合併
２００４年
　１月　◇田中損害保険事務所を譲渡合併

２００６年
　２月　有限会社プライアント保険へ社名変更
　４月　◇力武保険事務所を委託合併
　　　　　力武豊喜入社
　　　　　力武真理子入社
　４月　橋口久損保ジャパン後継者実習コース入社
　８月　◇森塚不動産有限会社保険部門を譲渡合併
２００７年
　１月　山本保険事務所を合併
　　　　　山本春実入社（現・保険事業部）
　１月　愛のための保険事務所を合併
　　　　　池山大吾入社（現・保険事業部部）
　４月　西牟田修子入社（現・保険事業部部）
１０月　橋口久入社（現・代表取締役社長）	
２００８年
　２月	 力武豊喜、力武真理子契約満了
２００９年
　１月　◇サトウ総合保険を委託合併
　　　　　佐藤アキ子入社
　１月　◇ｶｰｼｮｯﾌﾟﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ保険部門を譲渡合併
　３月　◇北陽を譲渡合併
　７月	 自動車・バイク満期更新キャンペーン開始　

保険屋繁盛期創造個人代理店から個の束へ変化

先人たちの汗と涙があったからこそ

今の私たちの喜びがあり

今の私たちは、未来のプライアントのために礎を築く先人

の 歩 ・み 革沿プ ラ アイ トン

プライアントは、たくさんの人で紡がれています

星和台の自宅で開業したばかりの
橋口損害保険時代

ホテルサンルートで開催された
記念すべき第１回経営計画発表会

現在のフラッグスに会場を移し
たが最初は小会議室だった

1981
2010 2011
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２０１０年
　４月　永田大介入社（現・保険事業部）
　７月　第１回目となる経営計画発表会を
　　　　　ホテルホテルサンルート佐世保にて開催	
　７月　「第４９回電話応対コンクール」出場
　　　　　（一次審査通過６名）	
　８月　◇白浦総合保険事務所を委託合併
　　　　白浦義則入社
　９月　２０１０年度エクセレントスター会員認定	
２０１１年
　３月	 Ｓ－ＡＳＰランクⅡ認定	
　３月　２０１０年度中核代理店ﾗｲｼﾞﾝｸﾞＪ賞入賞	
　４月	 ◇古賀利宏を委託合併
　　　　古賀利宏入社（現・保険事業部）
　４月　日野町１８２８－４９に日野支店開設
　４月	 ２０１１年度エクセレントスター会員認定	
　６月	 ２０１１年度経営計画発表会を九十九島観光
　　　　ホテルにて開催	
　６月	 ２０１０年度中核代理店ﾗｲｼﾞﾝｸﾞＪ賞入賞
　６月	 来店型ほけんショップ	プライアント試験営業
　６月　「第 50回電話応対コンクール」出場
　　　　（一次審査通過７名）
　７月	 来店型ほけんショップ	プライアント開店	
　９月	 白浦義則さん他界
１１月	 長崎県虹の原特別支援学校より藤田起直
　　　　短期職場実習	
２０１２年
　１月	 損保ジャパン久留米支店にて、保険代理店の
　　　　事業承継を演題に橋口美佐子と橋口久が講演
　２月	 保険ショップ単月来店者数１００名超達成
　３月　Ｓ－ＡＳＰランクⅡ認定	
　３月　平成 23年度中核代理店ﾗｲｼﾞﾝｸﾞＪ賞入賞
　３月　藤田起直トライアル雇用入社（現・総務部）
　４月	 中村茉里香入社	
　４月	 ２０１３年エクセレントスター会員認定　　
　４月	 ＩＩＡＢ日本協会加盟	

保険屋から保険代理業を営む
一中小企業を目指す社風

　
　９月	 無料保険相談開始（プロボノ活動）	
　９月	 タウン誌「ライフさせぼ」に広告掲載開始
１０月	 ◇安田綜合保険サービスを委託合併
　　　　井上正弘入社（現・保険事業部）
２０１０年
　３月　Ｓ－ＡＳＰランクⅠ認定
　３月	「ご来店ありがとうキャンペーン」開始

　４月	 佐世保商工会議所加盟	
　５月	 ２０１２年度会社案内作成（以降毎年作成）
　５月	 社員就業規則・社員給与規則大幅改定
　６月	 ２０１２年度経営計画発表会をグランドベ
　　　　ルズにて開催	
　６月	 日野支店２階に会議室造作	
　６月	「第 51回電話応対コンクール」出場
　　　　（一次審査通過７名）	
　８月　中村茉里香ニュージーランド留学の為退社
１０月	 ２０１３年３月新卒学生採用募集開始
　　　　（リクナビ２０１３）
１１月	 長崎県虹の原特別支援学校主催「２０１２
　　　　年度就労ガイダンスセミナー」にて、橋口久と
　　　　藤田起直が講演	
１１月	 シルバータクシー安全運転講習会開催１１月
　　　　サガハイマット・サポーターズ事業所登録
１２月	 ◇ｱｿｶﾋﾞﾙﾁﾞﾝｸﾞ株式会社保険部門を譲渡合併
１２月	 保険ショップでＴポイントサービス開始
１２月	 長崎短期大学より金イェスルがｲﾝﾀｰﾝ開始
２０１３年
　１月	「ほけんの「ほ」の字から学べる基礎講座・
　　　　生命保険セミナー」開催
　１月　来店型保険ショップＨＰリニューアル
　２月　「障がい者雇用フェスタ」のパネリストと
　　　　して橋口久が出席
　２月　保険ショップ単月来店者数が過去最高の　
　　　　１３５名を記録	
　３月	 金イェスルが就労ビザ取得
　３月	 佐藤アキ子契約満了
　３月	 特級ＡＳＰ認定	
　３月	 ２０１２年度中核代理店ﾗｲｼﾞﾝｸﾞＪ賞入賞
　３月	 組織編制（営業部→保険コンサルタント部
　　　　へ統合、国際事業部新設）	
　４月	 金イェスル入社
２０１３年
　４月	 ２０１３年エクセレントスター会員認定　
　５月	 ニュースレター「ほっとプレス」創刊　
　６月　２０１３年度経営計画発表会を九十九島観
　　　　光ホテルにて開催
　６月　「第 52回電話応対コンクール」出場
　　　　（一次審査通過３名）
　８月　損保ジャパン次世代WGメンバーに橋口
　　　　久が選出（全国の損保ジャパン・日本興亜
　　　　損保専属代理店の中で 10名中の 1名）
　９月　金丸昌代入社
１０月　宜安（北京）保険経紀有限公司と協業で
　　　　大連支部設立
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２０１４年
　６月　企業保険マイスター育成制度参加対象代理　
　　　店に選出（全国の損保ジャパン、日本興亜　　
　　損保専属代理店の中で３0社中の 1社）

　６月　２０１４年度経営計画発表会を九十九島観　
　　　光ホテルにて開催
　６月　損保ジャパンひまわり生命の「２０１３年度
　　　　全国トップ代理店表彰」入賞
　７月　２０１３年度中核代理店ﾗｲｼﾞﾝｸﾞＪ賞入賞
　７月　２０１３年度第一生命販売代理店年間表彰入
　　　　賞
　８月	 第１回プライアントＭＧ開催
　８月	 ハウステンボス佐世保ロータリークラブ入会
　8月　ハウステンボス佐世保ロータリークラブにて
　　　　橋口久が卓話「中国における保険ブ　ロー　
　　　　カービジネス」
　8月　	長崎県中小企業家同友会長崎出島地区会で橋口
　　　　久が経営体験発表「経営三種の神器」

５年間の下積みを経て、
企業発展「第１ステージ」へ発展

２０１３年
１０月　２０１４年３月新卒学生採用募集開始
　　　　（リクナビ２０１４）
１１月　損保ジャパン本社 CFT 来社
１２月　岡恵入社
２０１４年
　１月　韓国大手保険代理店プライムアセット釜山訪問
　１月　大連和僑会現ＷＡＯＪＥ大連）入会
　１月　損保ジャパン顧客アンケートモニター店に　
　　　選出（全国の損保ジャパン・日本興亜損保　　
　　専属代理店の中で 3社中の 1社）
　３月　２０１３年度中核代理店ﾗｲｼﾞﾝｸﾞJ賞入賞
　３月　山本春実定年退職
　３月　損保ジャパン本社 CFT 来社
　４月　遠藤和希入社
　４月　ローソン悦子入社
　４月　ながさきプレス社刊「ながさき家づくりの　
　　　本 Vol.15」の住宅ローンに関する記事を　　
　　古賀利宏が監修
　４月　◇佐世保卸団地協同組合保険部門を吸収合併
　４月　組織編制（お客様サービス部（ＣＳＲ）新設）
　５月　◇有限会社ラッキー商事保険部門協業合併
　５月　山本春実定年再雇用（現・保険事業部）
　５月　岡恵退社

　９月	 長崎県中小企業家同友会佐世保支部主催の経営
　　　　指針策定セミナーで橋口久が講師「経営計画・
　　　　戦略実習」
１０月　金丸昌代退社
１１月	 ニュースレター「ほっとプレス」第３号発行
１１月　長崎県中小企業家同友会諫早支部にて橋口久が
　　　　経営体験発表「経営計画書の実践報告」
１１月	「長崎県北地区就労促進フォーラム	in 佐世保
　　　　２０１４」にて橋口久と藤田起直が講演
１１月	 経済同志会シープクラブで橋口久が講演
　　　　「中小企業における障がいのある方の雇用の
　　　　現状について」
１１月	 橋口美佐子が「ひまわり生命２０１４年度上
　　　　半期エクセレントプランナー表彰」入賞
２０１５年
　２月　富永裕恵退社
　２月　ローソン悦子退社
　２月　顧問社労士事務所吉木労務管理事務所と契約
　２月　田島和絵入社（現総務部）
　３月　さくらタクシー（大村市）安全運転講習会開催
　４月　プライアント株式会社へ社名変更
　４月　橋口久が代表取締役社長就任
　４月　橋口美佐子が取締役会長就任
　４月　HAPPY	TRAILS	COFFEE を経営統合
　４月　古賀利宏が業務委託契約より正社員登用
　４月　井上正弘が業務委託契約より三者間スキーム
　４月　ジル・パターソン入社（現・取締役ＨＴＣ事業
　　　　部長）
　４月　しんわタクシー（諫早市）安全運転講習会開催
　４月　ながさきプレス社刊「ながさき家づくりの本
　　　　Vol.16」の住宅ローンに関する記事を古賀利宏
														が監修
	　４月　橋口美佐子が「ひまわり生命２０１４年度
　　　　下半期エクセレントプランナー表彰」入賞
　５月　吉田美紀入社
　５月　中国大連市の大連和僑会にて橋口久が講演
　　　　「中国における企業保険を通したリスクマネジ
　　　　メントと保険ブローカーの活用法」
　６月　西村将宜入社（現・保険事業部）
　６月　吉木育美入社（現・保険事業部）
　６月　保険事業部設立（保険コンサルタント部と
　　　　お客様サービス部を統合・保険コンサルタ
　　　　ント部は保険コンサルタント課、お客様サー
　　　　ビス部はお客様サービス課へ）
　６月　後継者幹部育成事業部設立　
　６月　住宅ローン事業部（準備室）設立
　６月　２０１５年度経営計画発表会を九十九島	ホ
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　　　　テル&リゾート	フラッグスにて開催
　６月　テレビ佐世保にてＨＴＣの新作スムージーを
　　　　原田麻衣が紹介
　６月　損保ジャパンひまわり生命の「２０１４年度
　　　　全国トップ代理店表彰」入賞
　７月　２０１４年度損保ジャパン日本興亜ＭＶＰ入
　　　　賞
　７月　２０１４年度第一生命販売代理店年間表彰入
　　　　賞
　７月　長崎留学生支援センター主催の「留学生活　
　　　　用に関する交流会　留学生に活躍の場を！」
　　　　で橋口久がパネリスト
　７月　長崎新聞日曜版「とっとって」誌面でＨＴＣ
　　　　のアメリカンチーズケーキが紹介
　７月　雑誌「ながさきプレス」でＨＴＣが紹介
　７月　「大島トライアスロン」出場（スイム：永田
　　　　亮子さん、バイク：橋口久、ラン：古賀利宏）
　８月　情報誌「99view ８月号」で、橋口久が上海
　　　　で活躍する佐世保出身のラーメン店オーナー
　　　　のインタビュー記事を寄稿
　８月　吉田美紀が宜安（北京）保険経紀有限公司を
　　　　通して中国就労ビザ取得
　９月　ホームページリニューアル
１０月　長崎県中小企業家同友会佐世保支部主催の経営
　　　　指針策定セミナーで橋口久が講師「経営指針」
１０月　長崎県立佐世保高等技術専門校OAビジネス
　　　　科３年瀬田楓恋さんを職場体験実習受入
１１月　橋口美佐子が「ひまわり生命２０１５5年度
　　　　上半期エクセレントプランナー表彰」入賞
１１月　佐世保特別支援学校高等部２年、山口大輝君
　　　　を短期職場体験実習受入れ
１１月　大連にて開催された「地方銀行合同ビジネス
　　　　商談会」に出席（橋口久・吉田美紀）
１２月　佐世保特別支援学校より下津浦君を短期職場
　　　　体験実習受入れ
１２月　長崎県手をつなぐ育成会主催の「地域をつな
　　　　ぐ推進会議」にて藤田起直が講演
１２月　長岡綾乃入社
２０１６年
　１月　長崎留学生支援センター主催の「海外人才活
　　　　用セミナー」で橋口久と金イェスルが講演
　２月　IIABJ 主催の第 32 回ベストプラクティス・			
　　　　セミナー in 福岡にて橋口久が事例報告
　３月　大連和僑会の３月例会にて橋口久が講演
　　　　「現場任せの保険契約は日系企業の落とし穴
　　　　経営陣が知っておくべき中国での企業保険」
　３月　佐世保市において、「女性活躍応援宣言事業

　　　　所」登録
　４月　ながさきプレス社刊「ながさき家づくりの本
　　　　Vol.17」の住宅ローンに関する記事を古賀利宏
														が監修
　４月　２０１５年度の第一生命の販売実績で損保　
　　　　ジャパン日本興亜で第一生命を販売する代理
　　　　店の中で、九州１位（４３２社中）、全国６
　　　　位（３１４９社中）が確定
　４月　橋口美佐子が「ひまわり生命２０１５年度下
　　　　半期エクセレントプランナー表彰」入賞
　４月　退勤管理をタイムカードから ALSOK 警備シ
　　　　ステムを利用した非接触カードリーダーへ
　４月　ＨＴＣがアメブロで「Happy	Trails	Coffee ス
　　　　タッフブログ」をスタート
　４月　２０１６年度熊本地震による被災者支援のた
　　　　め、HTC が募金活動「HTC「がんばろう九
　　　　州プロジェクト」を開始
　５月　社内役職名称廃止（互いを～さんで呼び合う）
　５月　後継者幹部育成事業部を企業内大学であるプ
　　　　ライアント大学のプログラムとして改組
　５月　ＪＳＡ中核会長崎支部佐世保分会長に橋口久
　　　　が就任
　５月　ハウステンボス佐世保ロータリークラブにて
　　　　橋口久が卓話「しくじり先生俺みたいになる
　　　　な !! ～事業承継にまつわる私＆弊社のしく
　　　　じり～」
　６月　テレビ佐世保にてＨＴＣのスムージーと募金
　　　　活動「がんばろう九州プロジェクト」を原田
　　　　麻衣が紹介
　６月　佐世保市倫理法人会のモーニングセミナーに
　　　　て橋口久が講話「天職は地職～天職は天にあ
　　　　らず　天職は自分の足元にあり～」
　６月　２０１６年度経営計画発表会を九十九島	ホ
　　　　テル&リゾート	フラッグスにて開催
　６月　新経理理念・新ビジョンを発表
　６月　株式会社長崎地研安全大会にて、橋口久が講
　　　　習「労働災害保険について～会社を守るのは
　　　　社員の皆様！」
　６月　ニコット・サービス有限会社四半期会議にて、
　　　　橋口久が講演「事業展開・事業発展～次世代
　　　　の収益は、今の強みを糧にする～」　
　6月　ＳＡＳＲＢＯラテアート選手権に、ＨＴＣよ
　　　　り原田、長岡、坂口が出場
　６月　保険コンサルタント課でｉＰａｄを導入
　６月　米本有里入社（ＨＴＣ事業部アルバイト）
　６月　損保ジャパンひまわり生命の「２０１５年度
　　　　全国トップ代理店表彰」入賞
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企業発展「第２ステージ」へ
個の時代・個の成長・個の集合体挑戦

　７月　２０１５年度第一生命販売代理店年間表彰式
　　　　（ホテルオークラ東京ベイ）にて、橋口久が
　　　　代理店代表講演
　７月　損保ジャパン日本興亜の「ＪＳＡ中核会＆Ｍ
　　　　ＶＰ２０１５」に入賞
　７月　ＩＳＯ９００１の認定登録に向けて、品質管
　　　　理責任者の金イェスルを中心に準備開始
　７月　ながさき女性活躍推進協議会にて、「女性活
　　　　躍推宣言」を登録
　８月　中国大連の経営者団体「無涯塾」にて、橋口
　　　　久がリスクマネジメントセミナーを開催
　８月　ＨＴＣ開店５周年記念インハウスイベント開
　　　　催（ゲスト：サンディトリップ）
　８月　保険ショップとＨＴＣの壁を造作し、ＨＴＣ
　　　　のスペースを拡大
　９月　西海国立公園九十九島ビジターセンターに　
　　　　て、永田大介が保険セミナー開催
１１月　◇オートメイク今里の保険部門を吸収合併
１１月　橋口美佐子が「ひまわり生命２０１６年度上
　　　　半期エクセレントプランナー表彰」に入賞
１２月　壱岐市で開催された壱岐市障害者地域自立支
　　　　援協議会主催の「平成２８年度障がい者雇用
　　　　推進セミナー」にて橋口久と藤田起直が講演
　２月　福岡県で開催された「第１回九州沖縄エリア
　　　　青年経営者合同例会」第３分科会にて、橋口
　　　　久が経営体験発表「作って・使って・進化す
　　　　る経営指針」
　２月　坂口綾子退社
　２月　ハート陽花入社（ＨＴＣ事業部アルバイト）
　３月　ＩＳＯ９００１認証取得
　３月　「ならでわ３月号」でＨＴＣのキッシュが紹
　　　　介
　３月　「させぼ通信」でＨＴＣのベーグルサンドイッ
　　　　チが紹介

２０１７年

　４月　ＳＯＭＰＯビジネスソリューションズのＰＡ

　　　　コンサル導入開始（人事制度（給与・評価）

　　　　構築プログラム）

　４月　損保ジャパン日本興亜長崎支店が表彰する　

　　　　「長崎支店代理店オブザイヤー２０１６」　　

　　　　第一生命部門・ひまわり生命部門各１位

　４月　２０１６年度の第一生命の販売実績で損保　

　　　　ジャパン日本興亜で第一生命を販売する代理

　　　　店の中で、九州２位（４１９社中）、全国９

　　　　位（３０１７社中）が確定

　４月　橋口美佐子が「ひまわり生命２０１６年度下

　　　　半期エクセレントプランナー表彰」入賞

　４月　中村恒太入社（ＨＴＣ事業部アルバイト）

　４月　中村あすか入社（ＨＴＣ事業部アルバイト）

　４月　迫田隆行入社（ＨＴＣ事業部）

　４月　Ｆａｃｅｂｏｏｋページを開設

　４月　長岡綾乃退社

　5月　テレビ佐世保にてＨＴＣ新作ベーグルサンド

　　　　イッチを紹介

　5月　佐賀県多久市で開催されたマウンテンバイク

　　　　レース「ＱＭＸシリーズ＃１多久」エキスパー

　　　　トクラスで、迫田隆行が第２位入賞

　５月　損保ジャパン日本興亜の「２０１６年度九州

　　　　ＭＶＰ入賞

　５月　米本有里退社

　６月　大阪市にある株式会社甲南保険センターを橋

　　　　口久、永田（香）、金、吉木が先進地視察

　６月　２０１７年度第１７期経営計画発表会を　　

　　　　九十九島ホテル＆リゾート　フラッグスにて

　　　　開催

　６月　吉田美紀退社

　６月　ハート陽花退社

　６月　損保ジャパンひまわり生命の「２０１６年度

　　　　全国トップ代理店表彰」入賞

　７月　損保ジャパン日本興亜の「ＪＳＡ中核会＆Ｍ

　　　　ＶＰ２０１６」に入賞

　７月　２０１６年度第一生命販売代理店年間表彰入

　　　　賞

　９月　劉金平入社（国際事業部）

　９月　社内コミュニケーションツールとしてチャッ

　　　　トワークを採用

１０月　「第２４回経営フォーラム２０１７㏌長崎」　

　　　　第２分科会にて、橋口久が講演「作って、使っ

　　　　て、進化する経営指針」

１１月　ＨＴＣが週末のみ午前１１時から開店開始

１１月　橋口久が、西研究所公認「ＭＧインストラク

　　　　ター」の仮免取得

１１月　池山大吾と古賀利宏が「リスク診断士」の資

　　　　格取得
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十八銀行グループ長崎経済研究所発行「ながさき経済２０１８年５月号」記載記事

１１月　株式会社智翔館「第１０回夢大学」にて、橋

　　　　口久が講義「心の地図を広げる、重ね合う～

　　　　Ｕターン・うつ・将来・覚悟」

１２月　損保ジャパンＯＢの山田正基氏を当社内部監

　　　　査人として招聘に氏より合意回答

２０１８年

　１月　中小企業家同友会全国協議会発行の「中小企

　　　　業家しんぶん（２０１８年１月２５日号）「着

　　　　眼着手」コーナーで橋口久が紹介

　１月　長崎県立大学新聞２２７号にてＨＴＣが紹介

　２月　ハウステンボス佐世保ロータリークラブに　

　　　　て、橋口久が卓話「企業のリスクマネジメン

　　　　ト／従業員のマイカー通勤管理」

　２月　コピー機・複合機を入れ替え

　２月　公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページです、社員が持

　　　　ち回りで記事執筆開始

　２月　長崎新聞日曜版「とっとって（２月１８日号）

　　　　にて、ＨＴＣが紹介

　４月　橋口美佐子が「ひまわり生命２０１７年度下

　　　　半期エクセレントプランナー表彰」入賞

　４月　ジャパネットたかた会社見学

　５月　十八銀行グループの株式会社長崎経済研究所

　　　　が発行する「ながさき経済５月号」の「県内

　　　　留学生の就職と卒業後の活躍事例」のレポー

　　　　ト内で、当社の外国人雇用の取り組みが紹介

　５月　米国ニューヨークで開催された自転車ロード

　　　　レースＧＦＮＹワールドチャンピオンシッ　

　　　　プ・ニューヨークシティの女子部門で、ジル・

　　　　パタ－ソンが世界２位

　６月　損保ジャパンひまわり生命の「２０１７年度

　　　　全国トップ代理店表彰」入賞

　６月　金イェスル退社

　６月　２０１８年度第１８期経営計画発表会を　　

　　　　九十九島ホテル＆リゾート　フラッグスにて

　　　　開催

の 歩 ・み 革沿プ ラ アイ トン
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プ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
社
名
は
、
２
０
０
５
年

の
秋
、
東
京
都
練
馬
区
中
村
橋
２
丁
目

の
ア
パ
ー
ト
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

新
社
名
を
依
頼
し
た
の
は
、
当
時
有
限
会
社

橋
口
保
険
事
務
所
の
社
長
で
あ
っ
た
橋
口
美
佐

子
（
現
会
長
）。
２
０
０
６
年
４
月
の
力
武
保

険
事
務
所
吸
収
合
併
を
前
に
、
橋
口
が
つ
か
な

い
社
名
で
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
入
れ
た
い
橋
口

会
長
の
想
い
が
依
頼
の
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

依
頼
を
受
け
た
の
は
、
現
社
長
の
橋
口
久
。

当
時
住
ん
で
い
た
中
村
橋
の
ア
パ
ー
ト
で
、
社

名
を
考
え
ま
し
た
。
当
初
は
、
安
全
に
関
す
る

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
様
の
名
前
も
検
討
し
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
し
っ
く
り
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、改
め
て
社
名
変
更
の
経
緯
を
考
え
ま
し
た
。

橋
口
会
長
が
入
っ
た
頃
の
損
害
保
険
業
界
は

男
性
社
会
と
言
わ
れ
、
今
で
は
女
性
差
別
に
も

取
ら
れ
か
ね
な
い
不
当
な
待
遇
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
田
火
災
研
修
生

同
期
で
全
国
ト
ッ
プ
卒
業
を
し
た
こ
と
を
皮
切

り
に
、
保
険
会
社
の
社
長
賞
を
毎
年
獲
得
す
る

な
ど
、
男
性
社
会
の
中
で
活
躍
。
結
果
、
男
性

の
同
業
者
を
合
併
す
る
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

男
性
社
会
の
中
で
勝
ち
残
っ
た
橋
口
会
長
の

強
み
は
何
だ
っ
た
か
。
橋
口
社
長
は
、
橋
口
会

長
の
「
芯
の
強
い
女
性
ら
し
さ
」、つ
ま
り
、「
竹

の
よ
う
な
し
な
や
か
さ
」
が
あ
っ
た
か
ら
に
違

い
な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
は
英
語
の
形
容
詞
で
「
し
な

や
か
な
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

「
橋
口
保
険
事
務
所
が
な
く
な
っ
て
も
、
橋

口
会
長
の
生
き
方
を
会
社
に
残
し
、
そ
し
て
後

か
ら
続
く
仲
間
と
継
承
し
た
い
」

そ
う
考
え
た
橋
口
社
長
は
、
橋
口
会
長
に
新

社
名
を
打
診
し
、
会
長
も
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
と
い

う
新
社
名
に
承
諾
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
社
名

変
更
当
時
は
、「
橋
口
会
長
＝
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
」

だ
っ
た
の
で
す
。

左
の
ペ
ー
ジ
の
資
料
は
、
２
０
０
５
年
の
当

時
、
橋
口
社
長
が
前
職
在
職
中
に
東
京
か
ら
橋

口
会
長
宛
に
送
っ
た
新
社
名
提
案
の
メ
ー
ル
で

す
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

経
営
理
念
の
「
柔
靭
（
じ
ゅ
う
じ
ん
）
成
長

企
業
」
も
、
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
社
名
誕
生
と
同

じ
ル
ー
ツ
を
持
ち
ま
す
。

柔
靭
と
は
、
文
字
通
り
、
し
な
や
か
で
強
い

様
。
こ
れ
か
ら
は
、
全
事
業
部
を
通
し
て
、
し

な
や
か
で
強
い
人
財
、
そ
し
て
そ
の
集
合
体
で

あ
る
企
業
へ
と
成
長
す
る
歩
み
を
始
め
ま
す
。

橋
口
会
長
の
生
き
方
の
継
承
し
、
た
ゆ
ま
ぬ

学
び
と
実
践
を
通
し
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が

「
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
」
と
な
り
、
お
客
様
、
そ
し

て
地
域
の
皆
様
へ
自
己
と
企
業
の
成
長
を
還
元

し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
柔
靭
な
成
長
に
期
待
し
ま
す
。

２
０
１
５
７
年

４
月
１
日
、
有
限

会
社
プ
ラ
イ
ア
ン

ト
保
険
は
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｙ　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｌ
Ｓ　

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｅ
Ｅ
を
経
営
統
合

し
、「
プ
ラ
イ
ア

ン
ト
株
式
会
社
」

が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

同
時
に
、
新
し

い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ロ
ゴ
も
刷
新
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ロ
ゴ
と
シ
ョ
ッ

プ
ロ
ゴ
と
も
に
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
は
サ
ッ
ク
ス

　

社
名
と
経
営
理
念

　

は
じ
め
て
も
の
が
た
り

ブ
ル
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。
サ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー

は
ご
覧
の
通
り
淡
い
青
色
で
、
ク
ー
ル
さ
（
落

ち
着
き
）
と
穏
や
か
さ
を
併
せ
持
つ
「
幅
の
あ

る
」
色
。
つ
ま
り
強
さ
と
柔
ら
か
さ
を
持
つ
、

現
在
の
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
社
風
を
上
手
に
表
現

有坂洋一氏

　

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
の

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ロ
ゴ

し
て
く
れ
る
色
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
２
０
１
１
年
に
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｓ　

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
の
ロ
ゴ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
有
坂
洋
一
氏
（
ラ
ン
グ
エ
ー
ジ
代

表
・
神
奈
川
県
横
浜
市
）。
有
坂
氏
は
、「
ト
ヨ

タ
ネ
ッ
ツ
」「
中
京
大
学
」「
新
光
証
券
」
な
ど

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ロ
ゴ
を
手
掛
け
る
他
、
保
険

関
係
で
も
第
一
生
命
の
「
ブ
ラ
イ
ト
Ｗ
Ａ
Ｙ
」

「
サ
ク
セ
ス
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
、
日

本
損
害
保
険
協
会
の「
損
害
保
険
プ
ラ
ン
ナ
ー
」

「
損
害
保
険
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

の 歩 ・み 革沿プ ラ アイ トン
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メールを送った 2005 年当時の橋口社長（出張先のバン

グラデシュの首都・ダッカにて）

社名誕生秘話
今から１２年半前の２００５年１１月、東京から１通のメールが佐世保に届きました。プライアントの社名は、

このメールから始まりました。翌年の２００６年に、有限会社橋口保険事務所は、有限会社プライアント保

険に社名変更。当社の強みである「ぶれない経営」は、このメールからも読み取ることができます。

の 歩 ・み 革沿プ ラ アイ トン
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プ ラ

ア

イ

ト

組 図織

劉	金平
宜安出向

宜安（北京）保険経紀有限公司大連支部

2016 年 5 月から社内役職名廃止
組織図を肌感覚で理解した上での「～さん」付けは
当社の組織運営で強みとなる

ン

宜安職員
張	俏妮

HTC 事業部

パターソン
ジル取締役

田島	和絵

原田	麻衣

カイゼンチーム 2018（暫定）

大連支部総支配人
橋口	久

中村	あすか 中村	恒太

２０１８年７月１日組織改正分

橋口	久
代表取締役社長

田島	和絵

迫田	隆行

国際事業部

西村　将宜 迫田	隆行永田	香織
リーダー
一時預かり

田島	和絵

内部監査室

山田	正基
担当 内部監査人
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現在の役割を卒業し
新しい分野に挑戦すれば
組織はもう 1 段厚みをを増す

常務取締役
保険事業部長

永田	香織
（経理担当）

橋口	久山本	春実 橋口	美佐子

永田	大介
主任

西牟田	修子

お客様サービス課保険コンサルタント課

保険事業部 総務部

西村　将宜

藤田	起直

吉木	育美

田島	和絵

課長 課長

事故対応課

山本	春実
課長 課長

橋口	美佐子

池山	大吾

古賀	利宏

池山	大吾

2019 年
4月

新卒採用

永田　香織

リーダー
DLP	

ＩＳＯ９００１

永田	大介

今期
中途採用
計画

品質管理責任者

井上	正弘

取締役会長

リーダー
HLP	
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永年キャリア表彰・永年勤続表彰

15 年 池山 大吾15 年 池山 大吾 

10 年 吉木 育美　橋口 久
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個 人 標目

保険事業部
　永田大介　西村将宣
　古賀利宏　井上正弘　
　吉木育美　西牟田修子　池山大吾

総務部
　田島和絵　藤田起直

国際事業部
　劉金平　張俏妮

＜別紙＞
保険事業部
　山本春実
国際事業部
　原田麻衣　迫田隆行 

2018 年 5 月 31 日金イェスルさん送別会
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も
と
も
と
、
金
さ
ん
・
吉
木
さ
ん
・
西
牟
田

さ
ん
が
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
、
西
村
さ
ん
も
加
わ

り
、
そ
こ
へ
私
自
身
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課
か

ら
移
っ
て
き
て
、
よ
り
理
想
に
近
づ
い
た
Ｃ
Ｓ

Ｒ
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
自
身
の
個
人
成
績
と
し
て
は
Ｈ

Ｌ
・
Ｄ
Ｌ
分
野
は
か
な
り
残
念
な
内
容
で
し
た
。

一
般
分
野
は
、
割
と
新
規
案
件
も
あ
っ
た
感
じ

が
し
て
、
悪
い
印
象
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
Ｈ
Ｌ
担
当
と
し
て
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
全
体

は
目
標
の
６
，
０
０
０
万
円
に
あ
と
少
し
で
惜

し
か
っ
た
で
す
が
、
善
い
結
果
と
言
え
ま
す
。

事
故
対
応
も
多
く
こ
な
し
、
全
体
を
通
し
て

フ
ラ
ッ
ト
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
も
あ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

①
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
沿
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
業
務
基
盤
の
形
成

へ
貢
献

金
さ
ん
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
積
極
的
な
協
力
・
フ
ォ

ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
意
識
は
あ
っ
た
も
の
の
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
全
体
像
の
把
握
や
実
務
面
の
理
解
ま

で
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
Ｍ
Ｇ(

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム)

を
100
期
達

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

成
す
る

100
期
達
成
に
は
か
な
り
遠
か
っ
た
で
す
が
、
プ

ラ
イ
ア
ン
ト
Ｍ
Ｇ
に
は
全
期
に
参
加
し
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
理
解
も
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

③
最
遅
で
19
時
迄
に
退
社
・
帰
宅
す
る

19
時
迄
と
い
う
意
識
が
薄
く
、
ほ
ぼ
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
身
の
作
業
内
容
を
更
に
見
直

し
、
善
か
れ
と
思
う
拘
り
が
強
す
ぎ
た
よ
う
で

す
。

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣早
起
き
。
出
か
け
る
２
時
間
前
に
は
起
き
て
、

余
裕
を
持
っ
て
朝
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

問
題
な
く
実
践
で
き
、
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

３
つ
あ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
移
る
こ
と
に
な
り
、
金

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

金
さ
ん
へ
意
識
し
て
協
力
し
て
い
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
実
務
的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
少
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

業
務
提
携
し
て
い
る
ラ
ッ
キ
ー
自
動
様
団
体
の

拡
大
へ
の
取
り
組
み

各
営
業
所
へ
定
期
訪
問
の
仕
組
み
づ
く
り
は
定

着
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ラ
ッ

キ
ー
自
動
車
江
頭
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
自
動

車
新
規
や
増
車
も
時
々
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は

更
に
実
務
面
で
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い

で
す
。

陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
の
防
衛
省
団
体
の
、

拡
大
へ
の
取
り
組
み

保
険
相
談
会
を
年
度
前
半
は
西
村
さ
ん
と
月
１

回
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
２
～
３
件
の
新
規
契
約

が
あ
り
ま
し
た
。
年
度
後
半
か
ら
月
２
回
ペ
ー

ス
で
開
催
し
、
駐
屯
地
内
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

業
務
を
依
頼
す
る
方
へ
の
配
慮
と
状
況
や
立
場

を
察
す
る
。
急
な
依
頼
を
し
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
る
。

今
す
ぐ
処
理
を
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
期

限
に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
に
も
配
慮
す
る
。

自
身
で
は
常
に
実
践
し
て
い
た
つ
も
り
で
す
。

緊
急
性
の
案
件
だ
け
は
、
都
合
を
伺
い
な
が
ら

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

代
理
店
控
え
情
報
の
ほ
ぼ
全
件
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
保
存
で
す
。
発
生
し
た
新
規
・
更
改
・
異

動
ご
と
に
、
日
付
・
契
約
者
名
・
種
目
の
名
前

を
付
け
た
フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
し
て
、
共
有
サ
ー

バ
ー
の
顧
客
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
し
て
い
ま
す
。

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
確
認
が
必
要
な
時
に
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。

作
業
時
間
が
負
担
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

記
録
を
残
す
意
味
で
継
続
し
て
い
ま
し
た
。
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
対
応
に
は
、
か
な
り
活
用
で
き
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
作
業

時
間
と
の
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

お
客
様
に
保
険
の
専
門
用
語
や
略
語
を
そ
の
ま

ま
使
わ
ず
、
お
客
様
が
理
解
で
き
る
口
語
に
変

換
し
た
表
現
で
保
険
の
内
容
を
ご
説
明
し
て
い

ま
す
。

問
題
な
く
実
践
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
常

に
お
客
様
が
“
理
解
さ
れ
た
つ
も
り
”
に
な
ら

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
、
今
後
も
継
続
し
ま

す
。

永
田 

大
介

保
険
事
業
部

保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課　

主
任
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・勤務日数を週３～４日を実現。
・国内外問わず、観光地１００箇所めぐり達成。観光地の情報を教養として身につける。

・自身も時間も、仕事に占拠されず、エネルギーを趣味や喜びを伴う活動に充てる。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 53 19 年 10 年ビジョンに連動 ・継続力

・資金と時間
犬が 5 匹
車が 5 台に

2022 年
（5 年後） 47 13 年

・収入が現在の 200％
・他の事業を検討
・国内外問わず、観光地 50 箇所巡り
達成

・営業スキルアップ
・起業に関する情報収集
・資金と時間

犬が 2 匹
車が 2 台に

2020 年
（3 年後） 45 11 年

・収入が現在の 150％
・自動車整備士に関する知識の習得

・営業スキルアップ
・自動車整備士に関する教材
で独学

賃貸生活終了
最低 3 台ガレージ完
備の住宅購入

2018 年 43 2018 年度 3 大成長目標に連動

2018 年度　私のスローガン

未来年表

・物事を大きくとらえる。
・「全てが円満」を理念

物事を大きく考える　大きいことを考える
小さな事象にとらわれない

①
資
格
取
得
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
資
格
に
と
ら
わ
れ
ず
周
辺
知
識
の
増

②
Ｍ
Ｇ
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
）
を

100
期
達
成
す
る

③
流
行
や
最
先
端
技
術
の
体
験
・
好
奇
心
の
意
識
を
自
身
の
成
長
に
活
か
す

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習
慣

早
起
き
。
出
か
け
る
２
時
間
前
に
は
起
き
て
余
裕
を
持
っ
て
朝
の
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と

３
つ
あ
り
ま
す
。

・
今
年
度
か
ら
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課
に
移
る
の
で
、
役
割
の
実
践
の
為
に
更

改
業
務
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
課
の
皆
さ
ん
に
ほ
ぼ
移
行
す
る
。

・
今
年
度
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
品
質
管
理
責
任
者
に
な
り
、
関
連
業
務
全
般
の
遂
行
。

・
業
務
提
携
し
て
い
る
ラ
ッ
キ
ー
自
動
車
様
団
体
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

業
務
を
依
頼
す
る
方
へ
の
配
慮
と
状
況
や
立
場
を
察
す
る
。
急
な
依
頼
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
る
。
今
す
ぐ
処
理
を
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
期
限
に

余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
に
も
配
慮
す
る
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上
で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

お
客
様
に
保
険
の
専
門
用
語
や
略
語
を
そ
の
ま
ま
使
わ
ず
、
お
客
様
が
理
解
で

き
る
口
語
に
変
換
し
た
表
現
で
の
ご
説
明
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

自
身
の
担
当
顧
客
へ
の
事
故
対
応
。
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損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
で
の
２
年
間
の
研

修
を
終
え
、
昨
年
６
月
よ
り
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
に

戻
り
、CSR

（
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
）
の
部
署

で
働
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
仕
事
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
当

初
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
連
携
、
契
約
者
へ

電
話
で
の
満
期
案
内
・
更
改
を
行
う
際
、
相
手

の
顔
が
わ
か
ら
な
い
な
か
で
ど
の
よ
う
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
電
話
を
か
け
た
ら
い
い
か
な
ど
対
応

に
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。CSR

の
部
署

で
働
か
せ
て
頂
い
て
改
め
て
勉
強
に
な
っ
た
こ

と
は
、
職
場
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

だ
と
思
い
ま
す
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
業
務

内
容
が
わ
か
ら
な
い
時
、
自
分
の
力
で
解
決
し

よ
う
と
し
て
も
出
来
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
普

段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
れ

ば
周
り
も
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
助
け
て
頂
く

こ
と
で
周
り
へ
の
感
謝
と
協
調
性
が
出
来
て
充

実
感
の
あ
る
１
年
で
し
た
。

①
失
敗
を
恐
れ
ず
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

全
体
的
に
半
分
ぐ
ら
い
は
達
成
出
来
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

性
格
上
、
慎
重
に
な
り
す
ぎ
て
実
行
に
移
す
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
反
省
。
次
年
度
も

継
続
し
て
目
標
に
掲
げ
ま
す
。

②
趣
味
を
増
や
し
、
人
脈
を
広
げ
て
い
く

ゴ
ル
フ
を
本
格
的
に
始
め
る
こ
と
、
料
理
を
す

る
こ
と
で
雑
談
力
を
広
げ
よ
う
と
目
標
に
掲
げ

ま
し
た
が
、
殆
ど
実
践
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
Ｆ
Ｐ
３
級
技
能
士
資
格
取
得

昨
年
９
月
に
Ｆ
Ｐ
３
級
受
験
、
合
格
。

今
年
１
月
に
Ｆ
Ｐ
２
級
を
受
験
、
合
格
。

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣昨
年
か
ら
週
に
１
回
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め

ま
し
た
。
今
年
は
運
動
不
足
解
消
の
為
に
も
、

継
続
し
て
通
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
動
不
足
解
消
の
為
、
継
続
し
て
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
試
験
勉

強
な
ど
で
行
く
機
会
が
少
な
か
っ
た
で
す
。
そ

の
結
果
、
体
重
が
増
え
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
に
戻
り
、
会
社
全
体
の
仕
組
み

を
知
る
上
で
、
事
務
の
業
務
も
覚
え
て
い
ま

す
。
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
早
く
即

戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
陰
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

会
社
全
体
の
仕
組
み
を
知
る
上
で
事
務
の
業
務

を
覚
え
る
こ
と
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
も

あ
り
少
し
ず
つ
で
す
が
、
対
応
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

謙
虚
な
姿
勢
で
、
職
場
の
方
と
協
調
性
を
も
つ

こ
と
。

周
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
こ

と
で
実
践
出
来
ま
し
た
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

お
客
様
と
「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
の
関
係
を
築
い

て
い
く
為
に
、
た
だ
、
保
険
の
商
品
を
契
約
す

る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
に
、
常
に
「
お
客
様
第

一
」
で
お
客
様
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
れ
る
気

持
ち
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
。

実
践
し
た
結
果
、
お
客
様
か
ら
相
談
を
受
け
、

迅
速
に
対
応
し
た
こ
と
で
喜
ば
れ
た
こ
と
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

初
対
面
の
方
と
で
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ

る
。
よ
い
と
こ
ろ
は
褒
め
る
。

相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
て
取
り
入
れ
る
と
共

に
、
そ
れ
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
で
喜
ば
れ
る

姿
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

西
村 

将
宣

保
険
事
業
部

保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て
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【趣味の時間をたくさん作り、時間を有効に使う】
・英語をマスターし海外の友達をたくさん作る

・異業種の友達をたくさん増やす・自宅で野菜栽培
【自分の体をしっかりと管理】

・肥満にならない。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 54 13 年 10 年ビジョンに連動 継続 長男大学 4 年

2022 年
（5 年後） 48 8 年 役職に就き、部下を持つ。 決断力・行動力・柔軟性・責

任感
長男高校 1 年

2020 年
（3 年後） 46 6 年 エクセレントプランナー表彰受賞

英検 2 級、FP1 級合格
行動力 入社 6 年

父 75 歳
2018 年 44 2018 年度 3 大成長目標に連動

2018 年度　私のスローガン

未来年表

・毎日 30 分、単語や文法を含め表現力を付ける
　　（ラジオ講座、毎週 1 ～ 2 回の英会話レッスン）　

・セミナーやイベント教室等に積極的に参加
・家族恒例の行事を始める（無添加の野菜栽培など）

・食生活の見直しを行う
（特にビールを控え、炭酸水に替える。食事は野菜、魚中心）

・早く失敗して、早く考えて、早く修正する。
　・常に危機感を持ち、努力することを忘れない。

・どういう募集人でありたいか明確な目標を持つ。　
・勝負出来る分野は何か、徹底的に洗い出す。

①
失
敗
を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
そ
し

て
行
動
に
移
す

②
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。
人
へ
の
思
い

や
り

③
体
重
を
今
年
中
に
５
キ
ロ
落
と
す

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣・
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
の
晩
酌
。

・
心
を
整
え
る
よ
う
に
自
宅
の
掃
除
を
こ
ま
め

に
し
て
い
る
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

悲
観
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
何
事
も
前
向
き

に
考
え
る
こ
と
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

自
然
体
で
誰
と
で
も
接
す
る
こ
と
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

お
客
様
を
和
ま
せ
る
こ
と
。
ま
た
来
店
さ
れ
た

お
客
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
最
後
ま

で
お
見
送
り
を
す
る
こ
と
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

お
客
様
に
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
て
い

る
こ
と
。
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昨
年
は
生
命
保
険
に
つ
い
て
は
思
っ
た
以
上

に
成
績
を
挙
げ
ら
れ
ず
、苦
戦
し
た
年
で
し
た
。

ま
た
資
格
の
勉
強
に
多
く
の
時
間
を
取
ら
れ
、

土
日
も
ほ
ぼ
勉
強
の
時
間
に
費
や
し
１
週
間
・

１
月
・
半
年
と
単
調
な
１
年
間
で
し
た
。

①
個
人
分
野
の
生
命
保
険
の
成
績
Ａ
Ｎ
Ｐ

１
千
万
円
を
回
復
す
・
。
今
月
か
ら
連
月
稼
働

し
ま
す
。

個
人
分
野
の
生
命
保
険
の
成
績
Ａ
Ｎ
Ｐ
１
千
万

円
の
回
復
と
連
月
稼
働
両
方
と
も
達
成
で
き
な

か
っ
た
。

②
中
小
企
業
関
連
の
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

中
小
企
業
関
連
の
知
識
を
習
得
す
る
で
は
、
資

格
の
勉
強
で
形
式
知
は
習
得
で
き
て
き
て
い

る
。
少
し
だ
が
力
が
付
い
て
き
て
い
る
の
は
実

感
出
来
て
い
る
。

③
第
一
生
命
Ｓ
Ｆ
億
達
成
し
ま
す
。

全
く
稼
働
出
来
ず
惨
敗
で
し
た
。

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣健
康
第
一
な
の
で
、
メ
タ
ボ
に
な
ら
な
い
よ
う

適
度
な
運
動
と
、
早
め
の
食
事
と
食
事
の
量
に

気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。

妻
の
仕
事
の
関
係
上
、
早
く
食
事
を
す
る
の
は

難
し
い
が
、
食
事
の
量
に
は
心
掛
け
て
い
る
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

財
務
諸
表
関
連
等
の
勉
強
。

財
務
諸
表
関
連
等
の
勉
強
は
資
格
の
勉
強
の
中

の
一
つ
な
の
で
、
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

年
齢
も
53
に
な
っ
た
の
で
、
皆
の
相
談
に
乗
れ

る
よ
う
な
役
割
が
出
来
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。

ま
だ
ま
だ
自
分
の
事
で
精
い
っ
ぱ
い
で
余
裕
が

な
か
っ
た
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
法
人
開
拓
の

た
め
、
昨
年
の
９
月
７
日
か
ら
財
務
諸
表
関
連

等
の
勉
強
を
始
め
、
平
日
１
時
間
土
日
は
合
わ

せ
て
５
～
６
時
間
勉
強
し
て
い
る
こ
と
。

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
去
年
の
暮
く
ら
い

か
ら
全
然
間
に
合
っ
て
な
い
事
に
気
付
き
今
は

も
う
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
い
る
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

得
意
分
野
を
つ
く
る
た
め
、
日
々
勉
強
し
て
い

ま
す
。

得
意
分
野
を
作
る
た
め
、
日
々
勉
強
を
継
続
中

で
す
。

古
賀 

利
宏

保
険
事
業
部

保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

①
今
年
の
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
試
験
で
最

低
４
科
目
の
合
格
し
、
来
年
の
資
格
取
得
を
目

指
す

②
生
命
保
険
の
販
売
に
力
を
入
れ
る

③
中
小
企
業
さ
ん
へ
の
訪
問
・
面
談
を
増
や
す

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習
慣

健
康
に
留
意
す
る
（
ち
ゃ
ん
と
痛
風
の
治
療
を
す

る
）
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
自
分

が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

嫁
も
忙
し
く
な
っ
た
の
で
、
家
事
の
分
担
ま
で
と
は
言

わ
な
い
が
、
夜
の
皿
洗
い
洗
濯
の
手
伝
い
等
を
し
、
家

の
雰
囲
気
を
和
や
か
に
す
る
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

犬
の
１
匹
・
猫
２
匹
の
世
話
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
。
特
に

犬
の
散
歩
は
自
分
の
運
動
の
た
め
に
も
朝
早
起
き
し
て

や
る
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上
で
、
自
分

自
身
に
誇
れ
る
こ
と

資
格
取
得
に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
単
調
な
生
活
だ
っ

た
の
で
、
本
年
度
は
友
人
等
多
く
の
人
と
会
い
た
い
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

来
年
の
資
格
取
得
に
向
け
て
、
時
間
を
大
切
に
し
て
仕

事
と
勉
強
の
両
立
を
図
る
。
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嫁のパン屋を手伝いながら、
経営コンサルタントとして事業承継の分野に特化した仕事をやっていきたい。

１週間の４日間は休んで、シーカヤックや釣りを楽しみたい。
昼飲みもしたい。

今まではお客様の都合で動いていたが、これからは高いスキルを身につけ、
お客様に時間の都合を付けて頂くスタンスで、仕事が出来たら良いなと思う。

。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 64 10 年ビジョンに連動

多くの企業さんから、経営に
関することをお聞きし、勉強

させてもらう。

朝 4 時に起きてパン屋の
仕込みの手伝いをしてい
る。今の仕事はボリュー
ムを減らし、週 3 日半
日程度となっている。夕
方 5 時から犬と散歩に行
き、帰ってきたら晩酌を
して 8 時には寝る生活を
している。

2022 年
（5 年後） 58 24 年

リスクマネジメントに加え、経
営コンサルタントも出来るよう
になっている。

財務諸表関係・経営理論を今
よりもっと深堀して知識を高
める。

60 歳の節目に向けて嫁
と小さなパン屋の開店に
向けて準備している。

2020 年
（3 年後） 56 22 年

昨年取得した中小企業診断士の
資格を活かし中小企業のお客様
にリスクマネジメントをしてい
る

54 歳の 8 月に 7 科目中最低 4
科目合格する。55 歳の時に残
り 3 科目。二次試験を無事合
格

勉強に取られていた時間
が今迄よりは軽減される
ので、シーカヤックと釣
りを始めている。

2018 年 53 2018 年度 3 大成長目標に連動

未来年表

今は中小企業診断士の資格の勉強をしているが、
資格が取れたらもっと深堀して（事業承継に関する分野等）専門的な知識を身に付ける。

小規模事業者・個人事業主を中心に事業承継での相談に乗り、
事業譲渡など譲渡人・譲受人の双方が Win-Win の関係が築けるよう

ネットワークを構築し社会に貢献する。

2018 年度　私のスローガン

ドイツの諺です。「転ぶのは恥ではない。転んだままでいるのが恥なのだ」
という言葉を心に止めて、へこんでも何度も立ち上がりたいと思います。



42

昨
年
も
、
楽
し
く
仕
事
が
出
来
た
１
年
間
で

し
た
。
満
期
更
改
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
出
来

ま
し
た
。
新
規
契
約
の
獲
得
に
つ
て
は
、
努
力

が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
健
康
管
理

１
日
１
時
間
前
後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
掲
げ
て

い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、　

 

平
日
は
、
ど
う
し

て
も
実
行
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
曜
日
・
日

曜
日
は
、
ほ
ぼ
実
行
出
来
ま
し
た
。

②
更
な
る
業
務
知
識
の
向
上

実
行
出
来
ま
し
た
。
疑
問
に
思
っ
た
事
は
常

に
、
約
款
・
規
定
集
・
Ｊ-

Ｎ
ｅ
ｔ
等
で
調
べ

て
い
ま
す
。

③
前
年
度
同
様
、
楽
し
く
仕
事
に
励
む

実
行
出
来
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣運
動
不
足
の
解
消
（
約
１
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
）
。

平
日
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
土
曜

日
・
日
曜
日
は
、
ほ
ぼ
実
行
出
来
ま
し
た
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

契
約
満
期
の
「
早
期
更
改
」
。

実
行
出
来
ま
し
た
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

「
業
務
知
識
」
を
生
か
し
て
、
皆
さ
ん
の
相
談

相
手
に
な
る
こ
と
。

事
務
所
に
居
る
時
間
が
少
な
い
為
、
実
行
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

こ
の
道
40
年
で
培
っ
た
「
業
務
知
識
」
。

更
な
る
勉
強
が
必
要
で
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

事
故
対
応
。

実
行
出
来
ま
し
た

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

①
健
康
管
理

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

③
楽
し
く
仕
事
に
励
む

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習
慣

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
１
時
間
～
１
時
間
３
０
分
）

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

早
期
更
改
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

皆
さ
ん
の
相
談
相
手
に
な
る
事
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上
で
、

自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

業
務
知
識
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

事
故
対
応
。

左：平成 18年第 51回長崎県美術展覧会入選作
右：「流動」平成 15年第 36回佐世保市民展市民展入賞作

井
上 

正
弘

保
険
事
業
部

保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課
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西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 87 52 年 10 年ビジョンに連動 健康管理

「写真クラブ」に再
入会し、カメラ片手
に、名所旧跡巡り

2022 年
（5 年後） 81 46 年 引退を念頭に行動 契約引継ぎの準備

2020 年
（3 年後） 79 44 年 現状維持 健康管理・お客様にとの更な

る信頼関係の構築
2018 年 77 2018 年度 3 大成長目標に連動

2018 年度　私のスローガン

未来年表

為せば成る 為さねば成らぬ何事も 
成らぬは 人の為さぬなりけり

悠々自適の生活を送る
私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

健康管理

2018 年 5 月 31 日金イェスルさん送別会
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入
社
し
て
丸
３
年
。
年
々
仕
事
・
会
社
に
対

す
る
意
識
が
変
化
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

特
に
年
度
末
は
、
何
が
何
で
も
数
字
を
達
成
す

る
と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
、
自
分
の
で
き
る

事
に
全
力
で
取
り
く
み
、
そ
れ
が
自
信
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
、
新
し
い
楽
し
み
も
増
え

充
実
し
た1

年
で
し
た
。

①
と
に
か
く
知
識
の
充
実
・
勉
強
！
そ
れ
が
自

信
に
な
っ
た
時
、
何
か
が
変
わ
る
気
が
し
ま

す
。

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
他
社
訪
問
、
Ｆ
Ｐ
３
級

取
得
な
ど
、
何
年
越
し
か
の
計
画
を
実
行
に
移

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具
体
的
と
い
う
よ
り

も
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
部
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、
外
郭
か
ら
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
や
飲
み
会
な
ど
、
知
ら
な
い
人
の

集
ま
り
に
一
人
で
参
加
す
る
こ
と
。
帰
る
ま
で

に
一
人
で
も
多
く
の
人
と
会
話
す
る
事
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

公
募
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
り
、
一
人
で
飲

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

み
に
で
か
け
て
カ
ウ
ン
タ
ー
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
食
・
遊
び
・
音
楽
・
人
な
ど
、
自
分
を
型
に

は
め
ず
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
に
興
味
を
持

ち
、
思
考
が
錆
び
な
い
よ
う
に
心
掛
け
た
い
で

す
。

今
年
は
と
に
か
く
観
劇
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
そ
し
て

新
た
に
宝
塚
の
面
白
さ
に
開
眼
し
ま
し
た
。

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣長
崎
市
内
で
の
料
理
教
室
に
月
イ
チ
で
通
っ
て

い
ま
す
。
教
室
後
は
、
気
に
な
っ
て
い
た
カ

フ
ェ
に
行
く
こ
と
を
セ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

土
地
勘
の
な
い
場
所
を
一
人
で
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る

の
が
今
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

料
理
教
室
自
体
が
開
催
さ
れ
る
機
会
が
減
っ
た

た
め
、
毎
月
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
分
週
末
に
家
で
食
事
の
準
備
を
す
る

回
数
を
増
や
し
ま
し
た
。
母
と
二
人
で
ボ
ソ
ボ

ソ
話
を
し
な
が
ら
の
食
事
も
悪
く
な
か
っ
た
で

す
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

最
近
活
字
離
れ
が
進
ん
で
い
た
の
で
、
時
間
を

見
つ
け
て
本
を
た
く
さ
ん
読
み
た
い
で
す
。

近
年
に
な
い
く
ら
い
読
書
が
で
き
ま
し
た
。
買

い
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
小
説
を
お
風
呂
に
持
ち
込

み
、
湯
船
の
中
で
毎
日
読
み
ま
し
た
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

雑
学
を
取
り
入
れ
る
嗅
覚
の
維
持
と
、
そ
れ
を

披
露
す
る
話
術
を
磨
く
。

雑
学
に
対
す
る
興
味
は
、
今
年
も
枯
渇
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
得
た
知
識
は
、
会

社
の
皆
さ
ん
や
友
人
た
ち
に
存
分
に
披
露
し
ま

し
た
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

そ
の
場
の
空
気
を
読
む
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
や
ち
ょ
っ

と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。

客
観
的
に
自
分
や
物
事
を
捉
え
る
こ
と
は
、
も

う
努
力
を
し
な
く
て
も
随
分
身
に
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
分
ま
す
ま
す
敏
感
に
空
気
を
読

む
力
も
備
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

引
継
ぎ
、
お
客
様
と
の
雑
談
・
世
間
話
。

昨
年
は
玄
関
先
で
の
手
続
き
だ
っ
た
の
が
部
屋

に
通
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
お
茶
を
出
し
て
頂

い
た
り
回
数
が
増
え
た
こ
と
が
喜
び
で
し
た
。

吉
木 

育
美

保
険
事
業
部

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

損保ジャパン日本興亜九州ＭＶＰ表彰式にて、

大久専務執行役員九州本部長、矢野長崎支店長と吉木育美
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1 年前に結婚した息子に初孫が誕生。50 代で念願のばあちゃんになる。
自分自身は、そこそこの小金持ちと再婚を果たして週末婚を愉しんでいる。

困らない生活をしているので、孫に洋服やおもちゃを買い漁る日々。
。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 58 20 年 10 年ビジョンに連動 家族と自分の健康 パート体制に移行

2022 年
（5 年後） 52 14 年 母と街中に引っ越し。プライアント

常盤町事務所開業に伴い異動。
家族と自分の健康 結婚

2020 年
（3 年後） 50 12 年 CSR に後輩入社 家族と自分の健康 息子就職

2018 年 48 2018 年度 3 大成長目標に連動

2018 年度　私のスローガン

未来年表

息子とコミュニケーションを密にし、
相談にのれるような安定した気持ちで生活をする。

自分磨きも怠ることなくイキイキと働き、
いつか出逢うパートナーを待つ。

母にも健康でいてもらうために、体・脳に刺激を与え続ける。

仕事もプライベートもシンプルに！
イライラしない！不安にならない！楽しいことだけを考えよう！

①
社
内
の
動
き
（
人
・
仕
事
の
流
れ
・
環
境
）
に
関
心
を
持
ち
続
け
る
。

②
本
格
的
に
「
健
康
」
を
意
識
す
る
。
体
を
動
か
す
事
と
、
食
べ
る
も
の

に
気
を
遣
う
。

③
し
か
し
、
お
付
き
合
い
も
大
切
に
！
食
事
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て

人
脈
を
広
げ
る
。
「
誘
わ
れ
た
ら
断
ら
な
い
。
最
後
ま
で
付
き
合
う
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
。

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習
慣

最
近
ボ
チ
ボ
チ
や
っ
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
る
。
１
日
４
０
０
０

歩
は
歩
き
た
い
（
現
在
は
６
０
０
～
１
７
０
０
歩
）

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と

も
っ
と
も
っ
と
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。
社
内

で
の
食
事
会
の
後
、
一
人
で
二
次
会
に
行
く
の
が
通
例
だ
が
、
今
年
は
ぜ

ひ
誰
か
を
道
連
れ
に
し
た
い
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

社
内
の
空
気
を
温
め
る
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上
で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ

と耳
・
目
・
気
を
配
っ
て
全
体
の
流
れ
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

初
対
面
の
お
客
様
と
の
会
話
の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
。
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２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
る
と
、
仕
事
・
私

生
活
に
お
い
て
時
間
に
追
わ
れ
て
自
分
自
身
、

余
裕
を
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
１

年
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
自
己
管
理
を
工
夫
し

な
が
ら
日
常
業
務
・
健
康
管
理
に
取
り
組
み
、

大
き
く
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
生
活
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

①
健
康
管
理
と
健
や
か
な
生
活
の
実
践

２
０
１
６
年
度
の
反
省
も
踏
ま
え
て
、
自
身
の

健
康
管
理
を
見
直
し
、
よ
い
睡
眠
・
食
事
・
運

転
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
心
身
と
も
に
健
や
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

健
康
に
日
々
を
過
ご
す
事
が
仕
事
・
生
活
に
お

け
る
基
本
と
考
え
て
、
休
日
空
い
た
時
間
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
登
山
を
す
る
こ
と
で
基
礎

体
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
「
１
か
月
一
山
」
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

②
日
常
業
務
の
見
直
し

今
、
自
分
が
直
面
す
る
、
日
常
業
務
う
ぃ
進
め

て
い
く
中
で
の
「
困
り
ご
と
」
を
洗
い
出
す
。

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

困
り
ご
と
を
明
確
化
し
て
低
減
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
業
務
の
ス
ム
ー
ズ
化
を
図
り
、
自
身

の
作
業
性
の
向
上
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
常
業
務
の
「
困
り
ご
と
」
を
洗
い
出
し
、
改

善
策
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
生
活
の
質
の
向
上

日
々
の
生
活
の
中
で
、
お
金
、
時
間
を
か
け
る

こ
と
な
く
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
中
で
、
家
族
や

自
分
自
身
が
心
身
と
も
に
豊
か
な
生
活
を
実
感

で
き
る
よ
う
、
家
の
中
・
食
生
活
・
身
な
り
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指

し
、
そ
の
経
験
を
業
務
の
質
向
上
に
反
映
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
節
約

で
き
る
こ
と
や
ム
ダ
な
こ
と
を
減
ら
し
、
生
活

の
質
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
。

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣昨
年
、
自
分
自
身
が
経
験
し
た
怪
我
・
病
気
を

踏
ま
え
、
ム
リ
を
せ
ず
規
則
正
し
い
生
活
を
送

る
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
。
十
分
な

睡
眠
を
取
る
。
十
分
な
休
養
を
と
る
。
適
度
な

運
動
を
す
る
。
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
が
、

豊
か
な
生
活
を
送
る
基
本
と
考
え
て
、
休
み
の

日
に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
を
作

る
、
体
を
動
か
す
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
読
書
な
ど

で
し
っ
か
り
休
養
を
と
り
、
休
み
明
け
に
ベ
ス

ト
な
状
態
で
仕
事
に
向
か
う
た
め
の
生
活
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

休
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
山
登
り
で
適
度
に
運

動
を
し
て
、
家
事
の
合
間
に
読
書
を
し
て
実
り

あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
大

き
な
怪
我
・
病
気
を
す
る
こ
と
な
く
１
年
過
ご

す
事
が
出
来
ま
し
た
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

次
男
が
部
活
で
頑
張
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

で
、
試
合
を
ベ
ス
ト
の
状
態
で
挑
め
る
よ
う

に
、
な
る
べ
く
手
作
り
の
も
の
を
持
た
せ
て
、

試
合
の
合
間
に
短
時
間
で
も
簡
単
に
栄
養
が
摂

西
牟
田 

修
子

保
険
事
業
部

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

次
男
が
所
属
し
て
い
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で
ベ
ス

ト
で
試
合
に
挑
め
る
よ
う
に
食
事
な
ど
の
栄
養
面

な
ど
で
手
作
り
の
お
弁
当
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。
結
果
、
佐
世
保
市
中
体
連
で
団
体
戦
・
個
人

戦
と
も
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

日
常
業
務
の
忙
し
い
中
で
も
、
一
呼
吸
お
い
て
、

心
に
余
裕
を
持
ち
、
お
客
様
や
職
場
の
皆
さ
ん
と

接
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
忙
し
い
中
で
も
心
に
余
裕
を
持
っ
て
職
場
の

方
々
、
お
客
様
に
接
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上
で
、

自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

自
分
自
身
の
仕
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、
職
場
の

皆
さ
ん
の
協
力
、
サ
ポ
ー
ト
に
は
常
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
自

分
が
頼
り
に
さ
れ
る
職
場
の
一
員
と
な
れ
る
よ

う
、
よ
り
一
層
知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

職
場
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
、
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
自
身
も
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
常
に
意
識
し
て
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

「
単
純
に
思
え
る
仕
事
こ
そ
、
慎
重
に
、
ミ
ス
が

な
い
よ
う
に
」
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
単
純
な
仕
事
に
お
い
て
も
、
丁
寧
に
ミ
ス

を
最
小
限
度
に
を
目
標
に
し
、
業
務
に
努
め
ま
し

た
。
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富士山や北アルプス（せめて中級コース）を登り、
屋久島をトレッキングできるような体力・精神力・経済力を身に付けている。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 60 10 年ビジョンに連動 気力・体力の充実 還暦

2022 年
（5 年後） 54 16 年 由布岳登山（中級登山） ストックを使いこなす腕力 次男ー大学生

2020 年
（3 年後） 52 14 年 3 年後までには霧島山登山ツアーに

参加する（初級登山）
基礎体力向上 長女ー就職活動

2018 年 50 2018 年度 3 大成長目標に連動

2018 年度　私のスローガン

未来年表

体力→ウォーキングなどの健康管理をして登山に必要な体力作りを実践する。
精神力→標高の高い山でもあきらめない心を身に付けるため、

低い山から少しずつ目標を定め、高い山へとチャレンジしていく。
経済力→生活のムダを省き必要経費はそのままで、

貯蓄を増やし登山に必要な経費を捻出できる経済力を身に付ける。

将来の目標達成をモチベーションに気力・体力・知識の充実

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習
慣

現
在
目
標
に
し
て
い
る
「1

か
月
一
山
」
を
継
続
し
て
実
践
し
て
休
日
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
時
間
を
過
ご
す
事
に
よ
っ
て
、
元
気
で
仕
事
に
取
組
み
、
健
や
か
な
生
活
を
送
る

こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

次
男
の
中
学
生
最
後
に
な
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
大
会
で1

つ
で
も
上
位
の
大
会
に
進
め

る
よ
う
、
健
康
面
、
栄
養
面
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

明
る
く
、
更
な
る
活
気
が
あ
る
職
場
に
な
る
よ
う
、
職
場
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
仕
事
の

話
や
趣
味
・
家
庭
の
話
で
盛
り
上
が
れ
る
よ
う
努
め
る
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上
で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

年
々
す
こ
し
ず
つ
で
も
、
出
来
る
事
や
知
識
を
身
に
付
け
て
い
く
。
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

少
し
時
間
は
掛
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
丁
寧

に
、
最
後
ま
で
や
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。

①
健
康
の
維
持
・
管
理

質
の
高
い
睡
眠
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事
、
適
度
な
運
動
を
心
掛
け
、
健
康
の

維
持
管
理
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
日
常
業
務
の
効
率
化

日
々
業
務
の
ム
リ
・
ム
ダ
を
な
く
し
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
向
上

お
客
様
や
職
場
の
方
々
と
の
会
話
に
耳
を
傾
け
、
内
容
・
真
意
を
よ
く
理
解
す
る
と
と

も
に
、
伝
え
た
い
こ
と
を
解
り
や
す
く
、
簡
潔
に
、
明
確
に
、
を
目
標
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。
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昨
年
は
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
課
の
課
長
と

し
て
は
会
社
の
期
待
に
は
充
分
応
え
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
振
り
返
っ

て
み
れ
ば
思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
時
に
、
自
分
の
考
え
方
や
行
動
を
変
え
ら
れ

な
か
っ
た
事
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
度
は
ま
た
役
割
が
変
わ
る
と

思
い
ま
す
が
与
え
ら
れ
た
役
割
を
全
う
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
個
人
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
。

個
人
目
標
達
成
に
は
程
遠
か
っ
た
で
す
。
声
掛

け
の
件
数
な
ど
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
れ
ば
、

も
っ
と
目
標
に
近
づ
け
た
と
思
い
ま
す
。

②
１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
資
格
取
得
。

Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
勉
強
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
に
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
全
く
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
度
は
Ｃ
Ｆ
Ｐ
で
は
な
く
違
う

資
格
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
色
々
な
人
と
交
流
す
る
こ
と
。

自
ら
色
々
な
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
子
供
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
の
親
同
士
の

交
流
は
少
し
増
え
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣週
１
回
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。

メ
ン
バ
ー
も
増
え
て
楽
し
く
活
動
で
き
て
い
ま

す
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

佐
世
保
市
の
婚
活
事
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
活
動
。

積
極
的
な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
引
き

続
き
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
。

CSR

課
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

す
ぐ
に
行
動
に
移
せ
る
こ
と
。

行
動
に
は
移
せ
た
が
継
続
性
が
な
か
っ
た
よ
う

池
山 

大
吾

保
険
事
業
部

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
・
事
故
対
応
課

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

①
個
人
目
標
を
達
成
す
る
。

②
毎
月
、
本
を
１
冊
読
む
。

③
色
々
な
人
と
交
流
す
る
。

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣週
１
回
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

佐
世
保
市
の
婚
活
事
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
活
動
。

に
思
い
ま
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

お
客
様
の
想
い
を
共
感
で
き
る
こ
と
。

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

回
り
の
人
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
能
力
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

お
客
様
と
の
人
間
関
係
構
築
。

社内表彰制度である２０１６年度のカイゼンＭＶＰを受賞
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住宅ローンを完済し、完済祝いに家族でハワイ旅行に行く。
私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 56 25 年 10 年ビジョンに連動 MDRT の入賞を継続する。

子供が 18 歳なので、や
りたいことを見つけられ
るサポートをしたい。

2022 年
（5 年後） 50 19 年

MDRT 入賞 生命保険手数料 1,200 万円を
達成する。

子供が中学 1 年生。現
在、相浦中学校は男子の
バドミントン部がないた
め、子供が望めば、バド
ミントンが出来る環境を
つくってあげたい。

2020 年
（3 年後） 48 17 年

コンスタントに生命保険販売が
出来るようになる

より多くのお客様と接する件
数を増やす

子供と本気でバドミント
ンの試合をして負ける。

2018 年 46 2018 年度 3 大成長目標に連動

未来年表

10 年後住宅ローン完済するためには、
今の支払いにプラス毎年 100 万円づつ繰り上げ返済をしていけば、

１０年後に完済できます。
そのためには生命保険の販売件数を増やして、

年収をあげていく必要があります。
まずはコンスタントな生命保険販売を目指したいと思います。

家族旅行をするためには、
10 年後も妻、子供と仲良くしておく必要があるので

今以上に家族と仲良く過ごしたいと思います。

2018 年度　私のスローガン

何事にも全力で取り組む。
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日
商
簿
記
検
定
やFP

検
定
の
資
格
取
得
の

た
め
、
毎
日
勉
強
を
す
る
時
間
を
つ
く
る
こ
と

が
習
慣
と
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
勉
強
を

す
る
こ
と
が
た
の
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

常
に
何
か
を
学
び
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
行
動

し
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動
力
も

身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

①
感
謝
。

お
客
様
へ
の
感
謝
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ

ま
で
は
自
分
の
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が

周
り
を
み
る
余
裕
が
で
き
、
一
緒
に
働
く
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
だ
け
で
は
無

く
、
言
葉
で
感
謝
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
謙
虚
。

大
変
未
熟
な
が
ら
も
人
に
指
導
す
る
立
場
に
な

る
と
、
自
分
の
意
見
や
気
持
ち
を
言
葉
や
行
動

に
出
さ
い
と
い
け
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
今

後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
意
見
や

行
動
を
出
し
つ
つ
、
人
の
意
見
を
尊
重
し
取
り

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
切
に
す
る
。

ほ
ぼ
、
残
業
も
な
く
定
時
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

自
分
と
Ｈ
Ｔ
Ｃ
の
成
長
。

ま
だ
ま
だ
成
長
の
過
程
で
は
あ
り
ま
す
が
、
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
な
ど
昨
年
に
比
べ

る
と
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。H

TC

も
ス
タ
ッ

フ
間
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
し
て
、
課

題
や
問
題
点
を
話
し
合
う
な
ど
し
て
昨
年
よ
り

も
良
い
お
店
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

社
内
環
境
を
整
え
る
。

全
社
員
で
の
毎
週
火
曜
の
机
ふ
き
や
朝
当
番
の

仕
事
の
分
担
・
カ
イ
ゼ
ン
案
な
ど
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
と
、
毎
日
一
生
懸
命
に
掃
除
を
し
て
く

だ
さ
る
藤
田
さ
ん
の
お
か
げ
で
と
て
も
環
境
は

良
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
良
い

環
境
に
す
る
た
め
に
今
後
も
引
き
続
き
日
々
カ

イ
ゼ
ン
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
す
べ
て
意
味
が
あ
る

と
思
い
、
何
で
も
興
味
を
持
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
と
こ
ろ
。

今
年
は
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

田
島 

和
絵

総
務
部　

総
務
課

Ｈ
Ｔ
Ｃ
事
業
部

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

①
「
よ
く
笑
う
」

楽
し
い
こ
と
を
考
え
る
、
ユ
ー
モ
ア
と
笑
顔
を

忘
れ
な
い
（
結
構
難
し
い
…
）

②
「
人
の
話
を
よ
く
聞
く
」

た
く
さ
ん
の
人
に
会
い
、
お
話
を
聞
く
機
会
を

増
や
す
よ
う
に
し
ま
す

③
「
健
康
診
断
の
結
果
を
昨
年
よ
り
良
い
数
値

に
し
ま
す
」

毎
日
40
分
の
犬
の
散
歩
と
早
め
の
就
寝
を
習
慣

づ
け
、
10
月
の
健
康
診
断
の
結
果
を
楽
し
み
に

頑
張
り
ま
す

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

入
れ
る
謙
虚
な
姿
勢
を
身
に
着
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

③
平
常
心
。

全
「
ふ
だ
ん
と
変
わ
ら
な
い
心
。
揺
れ
動
く
こ

と
の
な
い
心
理
状
態
。
」

平
常
心
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
判

断
・
間
違
い
の
な
い
行
動
の
基
に
な
る
の
で
こ

れ
か
ら
も
平
常
心
を
保
つ
努
力
と
、
客
観
的
に

自
分
を
み
つ
め
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

理
解
し
新
し
い
こ
と
な
ど
に
も
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

一
石
三
鳥
。

合
理
的
な
考
え
で
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
合
理
的
を
最
優
先
し
て
し
ま
う
と
機
械

的
な
考
え
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
後
は
手

間
が
か
か
り
非
合
理
的
で
も
、
丁
寧
に
人
に
接

し
た
り
一
つ
一
つ
を
大
切
に
仕
事
に
取
り
組
ん

だ
り
と
人
間
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
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１０年後、５０歳。
人生１００年の折り返し地点。

“ １００歳になるまでにやりたいこと１００” を作成する。
いくつになってもチャレンジを忘れない人になりたい。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 50 13 年 10 年ビジョンに連動

両親の老後・自分の健康を一
番に考え、それに基づく働き

方をする

・米軍基地内大学卒業

2022 年
（5 年後） 44 8 年 地域社会に貢献できる人になる たくさんの人と出会い、話す

機会を大切にする
・福祉ネイル設立（ネイ
ル／着付け）

2020 年
（3 年後） 42 6 年 教わる側から教える側になる 仕事と学業の両立を保つた

め、心身ともに健康に努める
・米軍基地内大学入学

2018 年 40 2018 年度 3 大成長目標に連動

未来年表

“ 心を豊かに、日々進化する ”

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
切
に
す
る
」

昨
年
に
引
き
続
き,

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
こ

そ
が
仕
事
へ
の
力
に
な
る
と
思
う
の
で
大
切
に

す
る
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

「
Ｆ
Ｐ
２
級
合
格
」

2

回
目
の
受
験
、
会
社
に
受
検
料
を
だ
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
９
月
の
試
験
こ
そ
は
絶
対

に
合
格
し
た
い
で
す
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

「
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
度
）
向
上
」

常
に
頭
に
い
れ
て
、
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

「
情
報
の
提
供
・
共
有
」

知
り
え
た
情
報
を
み
な
さ
ん
に
共
有
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

「
整
理
整
頓
」

来
か
た
づ
け
る
の
が
得
意
で
す
。

2018 年度　私のスローガン
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２
０
１
７
年
度
で
は
だ
い
ぶ
成
長
し
、
仕
事

の
途
中
に
皆
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
た
仕
事
を
す
ぐ

に
取
り
か
か
り
、
最
後
ま
で
終
わ
ら
せ
た
り
、

色
々
忙
し
い
日
々
の
１
年
で
し
た
。
そ
し
て
、

金
さ
ん
が
５
月
31
日
に
仕
事
を
や
め
て
、
す
ご

く
さ
び
し
い
思
い
で
す
。

①
引
き
続
き
さ
ぼ
ら
ず
に
進
ん
で
仕
事
に
取
り

組
む
。

１
年
前
に
比
べ
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
仕
事
に
取
り

組
み
、
ほ
と
ん
ど
お
さ
ぼ
り
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

②
真
剣
に
仕
事
を
一
生
懸
命
す
る
。

で
き
た
事
と
で
き
な
か
っ
た
事
が
あ
っ
た
な
あ

と
思
い
ま
す
。

③
頼
ま
れ
た
仕
事
は
途
中
で
別
の
仕
事
を
せ
ず

に
最
後
ま
で
終
わ
ら
せ
る
。

頑
張
っ
て
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

　
「
豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本
」
振
り
返
り

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣時
々
家
の
お
手
伝
い
を
し
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
休
日
は
晴
れ
た
日
に
長
時
間
出
か
け
た

り
、
歩
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

家
の
手
伝
い
を
す
る
事
は
、
休
日
、
ト
イ
レ
掃

除
や
掃
除
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
休
日
は
で

き
る
だ
け
出
か
け
て
歩
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

詩
吟
の
先
生
か
ら
招
待
を
受
け
る
温
習
会
や
旅

行
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

詩
吟
の
温
習
会
や
練
習
は
が
ん
ば
れ
ま
し
た
。

旅
行
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
あ
る
時

は
参
加
し
て
、
職
場
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
社
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
皆
さ
ん
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

藤
田 

起
直

総
務
部

総
務
課

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

保
険
の
仕
事
で
出
か
け
た
り
、
買
い
物
の
補
助

を
す
る
と
、
会
社
も
も
っ
と
元
気
に
な
り
ま

す
。
誇
れ
る
こ
と
は
、
楽
し
ん
で
出
か
け
る
こ

と
で
す
。

保
険
の
仕
事
に
出
か
け
た
り
、
お
つ
か
い
に
出

か
け
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
仕
事

は
楽
し
い
で
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

用
紙
の
補
充
と
在
庫
の
確
認
を
す
る
の
が
得
意

で
す
。
今
年
こ
そ
は
電
話
の
練
習
を
し
て
取
次

ぎ
を
し
た
い
で
す
。

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
。

用
紙
の
補
充
は
毎
日
、
在
庫
の
確
認
は
毎
週
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

経営計画発表会では、毎年詩吟を披露
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34 歳の自分は、
新しい人が入ってきたら、

いろいろな仕事を教えてあげたり、
お掃除や事務作業のプロになっていたいです。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 34 15 年 10 年ビジョンに連動 集中と努力を持ち続ける 人生を楽しむ

2022 年
（5 年後） 28 10 年

もっともっといいお仕事ができ
るようになりたい

集中力を高める 努力をする人生

2020 年
（3 年後） 26 8 年 いい先輩になりたい 人に対してやさしさと

思いやりを大切にすること
楽しい人生

2018 年 24 2018 年度 3 大成長目標に連動

未来年表

正確にていねいにお仕事をしていくこと
初心を忘れずに仕事をすること

①
仕
事
の
プ
ロ
を
目
指
す
（
事
務
と
掃
除
）
。

②
引
き
続
き
、
真
剣
に
仕
事
を
一
生
懸
命
に
す

る
。

③
周
り
の
人
を
よ
く
見
て
行
動
す
る
。

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
続
け
て
い
る
習

慣休
日
は
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ
て
い
ろ
ん
な
所
に

出
か
け
た
い
で
す
。

②
同
僚
に
（
陰
な
が
ら
）
応
援
し
て
も
ら
い
た

い
自
分
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
招
待
を
受
け
る
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。

③
楽
し
い
職
場
を
築
く
た
め
の
自
分
の
役
割

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
職
場
を
盛

り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
自
分
の
役
職
、
役
割
を
実
践
し
て
い
る
上

で
、
自
分
自
身
に
誇
れ
る
こ
と

も
っ
と
も
っ
と
集
中
力
を
高
め
て
仕
事
に
取
り

組
み
た
い
で
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
自
分
が
得
意
と
し
て
い
る
こ
と

電
話
の
対
応
も
練
習
し
て
取
次
ぎ
に
挑
戦
し
た

い
で
す
。

2018 年度　私のスローガン

何事にも一生懸命です。
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去
年
初
め
て
日
本
に
行
っ
て
、
風
景
が
美
し

い
ば
か
り
で
な
く
水
も
美
し
い
、
そ
れ
よ
り
人

の
ほ
う
が
も
っ
と
美
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

プ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
皆
さ
ん
は
保
険
代
理
人
と
し

て
専
門
知
識
と
素
養
を
持
っ
て
い
る
し
、
す
ご

く
真
面
目
な
仕
事
の
態
度
が
あ
る
し
、
及
び
お

客
様
の
た
め
に
一
緒
に
団
結
す
る
こ
と
等
、
私

が
た
く
さ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
、
個

人
の
原
因
で
日
本
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
少
し
残
念
で
す
。
で
も
、
将
来
必
ず
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
、
再
び
日
本
で
集
ま
っ
て
勉
強
し

た
い
。

①
保
険
の
知
識
を
深
め
、
お
客
様
に
親
身
に

な
っ
て
話
を
す
る
。

第
一
目
標
に
は
進
歩
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
お
客
様
か
ら
何
か
質
問
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

答
え
ま
す
。
保
険
会
社
に
再
び
確
認
が
い
ら
な

い
で
す
。
で
も
、
保
険
知
識
に
ま
だ
学
び
続
け

た
い
で
す
。

②
中
国
の
経
理
試
験
に
合
格
す
る
。

第
二
目
標
に
は
実
現
が
あ
り
ま
せ
ん
。
去
年
、

結
婚
の
事
の
た
め
に
試
験
の
申
し
込
み
の
時
間

張 

俏
妮 

宜
安
（
北
京
）
保
険
経
紀
有
限
公
司

協
業
会
社
社
員

　

２
０
１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て

①
保
険
知
識
を
勉
強
し
続
け
た
い
で
す
、
特
に

約
款
と
賠
償
に
つ
い
て
の
内
容
。
中
国
語
の
中

で
【
活
到
老
，
学
到
老
】
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
、
。
こ
の
意
味
は
生
き
て
い
る
限
り
学
び

続
け
る
で
す
。
今
の
私
は
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
と

し
て
よ
く
保
険
知
識
を
絶
え
ず
勉
強
す
る
必
要

が
あ
る
と
お
も
い
ま
す
。

②
中
国
の
会
計
と
日
本
語
を
学
び
続
け
た
い
で

す
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
増
や
し
た
い
。

③
日
本
語
検
定1

級
を
取
得
す
る
。

④
毎
週
１
回
は
屋
外
で
活
動
す
る
。

⑤
毎
日
朝
食
を
と
る
。

⑥
日
本
の
お
友
達
を
増
や
す
。

　

２
０
１
８
年
度

　

６
大
成
長
目
標

を
逃
し
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
試
験
を
あ
き
ら

め
て
は
な
ら
な
い
で
す
。
。

③
海
外
に
行
っ
て
異
文
化
を
知
る
。

第
三
目
標
に
は
達
成
し
ま
し
た
、
主
人
と
一
緒

に
タ
イ
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　
「
２
０
１
７
年
度

　

３
大
成
長
目
標
」
振
り
返
り

２０１７年度の経営計画発表会で初来日
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どんな業務でもできる人材になって
お客様サービス部門のマネージャーになる。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 38 15 年 10 年ビジョンに連動 保険会社の研修に参加する。

保険知識及び外国語がで
きる人材になりたいで
す。もっと大きな部屋を
買います。

2027 年 37 14 年

リスクマネジメントができる。 事故が起きた時の経験をまと
める保険会社に勉強する。

物を見るが違って、前よ
りたくさん考えることが
完全になって失敗するこ
とが少ない。

2026 年 36 13 年 会社が大きくなってセミナーを
開く。

たくさんの会社のリスク資料
を集める。

知識がいっぱいで花屋さ
ん投資したい。

2025 年 35 12 年 会社が人が増えるので保険のト
レーニングができるようになる。

保険の資料作る。 子供の見本になれる。

2024 年 34 11 年 一人で営業ができる。 保険会社、顧客とコミュニ
ケーションを取ります。

自信を持ってお客様に保
険商品を紹介できます。

2023 年 33 10 年
内勤の仕事と営業補佐の仕事を
両方できる。

仕事を計画して順番にする
会社の人とちゃんと連絡す
る。

営業でいっぱい知ってる
人が増えて、趣味も増え
て楽しくなる。

2022 年
（5 年後） 32 9 年 新しい内勤に仕事を教える。 仕事の方法を資料を作る。 できることがたくさんで

自信がある。

2021 年 31 8 年 日本語レベル UP し、営業補佐
ができるようになる。

休みの時は日本語言語学校に
行きます。

たくさん日本の友達でき
て日本を一杯理解する。

2020 年
（3 年後） 30 7 年 会社の売上が増えて、顧客の事

故が減少します。
お客様のためによくリスク
サーべイをします。

自分の車を持つ。

2019 年 29 6 年
今のお客様なくさない。 定期的に訪問して、問題をす

ぐ解決してあげる。
お給料が少し多くなっ
て 1 年一回国内旅行でき
る。

2018 年 28 5 年 2018 年度 3 大成長目標に連動

未来年表

保険会社、お客様と密に連絡を取ります。
保険に関する勉強会に参加します。

2018 年度　私のスローガン

絶えす頑張り通す、中断せずに持続して行きます。



56

①
人
脈
を
広
げ
、
お
客
様
の
役
に
立
て
る
情
報

を
た
く
さ
ん
身
に
つ
け
る
。

②
業
務
の
基
礎
知
識
だ
け
で
な
く
、
特
約
も
応

用
し
て
よ
り
お
客
様
に
合
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
が
出

せ
る
よ
う
に
す
る
。

③
ミ
ス
ゼ
ロ

　

２
０
１
８
年
度

　

３
大
成
長
目
標

　

豊
か
な
生
活
が

　

仕
事
の
基
本

①
健
康
と
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
毎
日
30
分
は

運
動
す
る
。

②
姿
勢
を
正
す
（
猫
背
、
足
を
組
む
な
ど
）
。

③
月
に
一
度
は
家
族
か
ら
独
立
し
て
、
自
分
の

空
間
を
確
保
。

④
初
心
に
帰
っ
て
、
子
供
と
一
緒
に
勉
強
す

る
。

⑤
年
に
一
度
は
、
文
化
の
違
う
国
や
地
域
に
行

く
。

友人やお客様に
「劉さんに聞けばいいよ、彼女の会社に任せれば大丈夫」と
安心して他人に紹介できるような信用有る人になりたいです。

そして、個人的には子供らの見本となれるよう
自分自身の至らない処を絶えず改善できるような

母親でいたいと思います。

私の 10 年ビジョン（2028 年）

10 年ビジョンを成し遂げるための自分の理念・指針

西暦 年齢 キャ
リア

なりたい姿
あるべき姿 達成するために必要な事柄 個人人生の変化

2028 年
（10 年後） 38 15 年 10 年ビジョンに連動 どんなに小さなことでも確実

に実行していく。

出会った人や触れた文化
が多くなるにつれて魅力
のある人間になる。

2027 年 37 14 年
スーパーウーマンの様に仕事も
家庭もバランスよく両立できる
ようになっている。

やるべき事の重要性を常に客
観的に把握し順序立てて実行
する。

計画性もあるが、臨機応
変に計画変更も可能な豊
富な生活を送っている。

2026 年 36 13 年
お客様がみんな安心して業務を
継続して委託してもらえるよう
な存在になる。

リスクマネジメントの知識を
深め、定期的に事故防止のア
ドバイスをする。

信頼されるだけでなく、
価値のある人間になって
いる。

2025 年 35 12 年
遼寧省全体の日系企業の動きを
把握できるようになる。

お客様とお信頼関係がしっか
りし、情報を多く入手し分析
する能力が必要になる。

視野が広くなり、考え方
が変わってより生活を楽
しめるようになる。

2024 年 34 11 年
大連以外での業務安定。
全てのトラブルに正確で迅速で
対応できるようになっている。

お客様に距離感を感じさせな
い迅速な対応。

人との繋がりを大切にで
きる人になっている。

2023 年 33 10 年 大連以外の地域に目を向ける余
裕がきる。

大連での業務安定。 業務安定により家族への
負担減少。

2022 年
（5 年後） 32 9 年

大連で宜安と聞いて知らない人
はいないくらいの知名度になる。

毎年少なくとも商工会に新規
登録をした企業に一度は訪
問。

人脈が増えて顔が広くな
る。

2021 年 31 8 年 お客様からの紹介で新規契約が
増えるようになる。

契約後のサポートとコミュニ
ケーションをしっかりとる。

責任感がより強くなって
いる。

2020 年
（3 年後） 30 7 年

少なくとも大連にある半分以上
の会社に宜安を知ってもらう。
利益を当初の 3 倍に。

商工会及び紹介にて毎週水曜
日から金曜日まではテレアポ
平均 2 件は実施。

メンタル面がより強く
なっている。

2019 年 29 6 年

保険の基礎知識だけでなく特約
などを用意てお客様へよりベス
トなプレゼンが出せるようにな
る。

常時保険会社と商品の変化等
がないかの確認をしたり、内
勤と一緒に更改時の契約内容
を確認する。

より自信が持てる。

2018 年 28 5 年 2018 年度 3 大成長目標に連動

未来年表

常に宿題をもらえるように自分から進んで機会を作り出す。
そしてメンバーとのコミュニケーションや連携を常に詳細に行う。

劉 
金
平

国
際
事
業
部　

大
連
駐
在

宜
安
（
北
京
）
保
険
経
紀
有
限
公
司



57

2018 年度　私のスローガン

地味でも一つ一つを確実にこなしていく。
後回しにしない。
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